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一

　

民
壮
の
起
原

　
　
　

清
朝
の
諸
制
度
は
明
代
の
そ
れ
を
徽
承
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
ｘ

　
　

に
と
り
あ
げ
た
民
壮
も
明
代
に
そ
の
起
原
を
翌
し
、
清
代
ま
で
も
存

　
　

績
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
代
の
民
壮
は
初
置
の
民
壮
と
は

　
　

除
程
性
質
の
麦
つ
だ
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
。
尤
も
明
代
の
民
壮
も
間

　
　

屯
な
く
初
意
の
民
兵
と
い
ふ
も
の
か
ら
次
第
に
荷
役
化
し
て
、
明
末

　
　

に
は
清
代
の
そ
れ
と
愛
ら
ぬ
も
の
に
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
結
局
、

一
一
一

　

政
治
的
・
壮
會
的
便
化
と
く
に
國
家
の
財
政
窮
乏
か
そ
の
原
因
で
あ

佐

伯

富

つ
た
。
本
稿
で
は
先
づ
民
壮
が
始
め
て
お
か
れ
た
事
情
並
び
に
民
壮

の
職
務
及
び
そ
の
編
成
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
れ
が
ど
の
や
う
な
愛

遷
を
辿
っ
て
荷
役
化
し
て
清
朝
に
及
ん
だ
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

民
壮
と
は
萬
暦
秀
水
蒜
志
倦
三
「
均
篠
」
に

　
　

國
初
設
衛
所
治
軍
。
承
平
久
。
籍
伍
淫
逸
。
軍
不
足
侍
。
正
徳

　
　

劉
寇
之
作
。
始
貧
民
壮
丁
篤
兵
。
曰
民
壮
。

と
あ
り
、
民
の
壮
丁
を
編
成
し
て
軍
除
と
な
し
、
こ
れ
を
民
壮
と
籾

し
た
の
で
、
要
す
る
に
民
兵
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
民
壮
の
起
原
に

つ
い
て
は
、
秀
水
蒜
志
は
武
宗
の
正
徳
年
間
（
西
暦
一
五
〇
六
－
一

五
二
二
劉
寇
の
際
に
お
い
て
ゐ
る
。
ま
た
咳
節
叢
考
巻
二
七
「
民

壮
」
に
は

　
　

今
州
胚
官
荷
前
給
使
者
。
有
民
壮
。
飯
于
官
而
供
役
。
其
名
則

　
　

起
于
前
明
。
天
順
初
。
令
召
募
民
壮
。
鞍
馬
器
械
。
悉
従
官
給
。
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本
戸
有
糧
。
見
五
石
。
働
冤
戸
丁
二
名
。

と
あ
り
、
民
壮
召
募
の
起
原
を
英
宗
の
天
順
の
初
（
一
四
五
七
）
と

し
て
ゐ
る
。
趙
翼
は
朱
國
棹
の
湧
憧
小
品
倦
十
二
「
民
壮
」
の
記
事

を
そ
の
ま
ｘ
引
用
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
民
壮
の
起
原
を
天
順
の
初
め

と
考
へ
た
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
壮
の
起
原
は
も
う
少
し
早
く
、

萬
暦
大
明
會
典
倦
一
三
七
に
は

　
　

正
統
十
四
年
。
令
各
處
召
募
民
壮
。
就
令
本
地
官
司
。
率
領
操

　
　

練
。
遇
１
　
調
用
。
事
定
働
復
具
民
。

と
あ
り
、
英
宗
の
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
に
は
す
で
に
民
壮
を

召
募
し
て
ゐ
る
。
こ
の
年
は
い
は
ゆ
る
土
木
の
使
が
あ
っ
た
年
で
、

蒙
古
の
也
先
が
北
支
那
に
入
寇
し
、
全
國
を
あ
げ
て
そ
の
防
禦
の
た

め
に
大
騒
ぎ
を
し
た
年
で
あ
る
か
ら
、
民
壮
召
募
の
起
原
は
正
統
十

四
年
と
す
る
の
が
受
営
で
あ
ら
う
。
野
獲
編
補
遺
巻
三
「
土
兵
民
壮
」

に
も

　
　

今
内
地
所
謂
民
壮
者
。
始
於
正
統
己
巳
（
十
四
年
）
之
愛
。
亦

　
　

非
祀
制
。
初
召
募
時
。
器
械
鞍
馬
。
倶
従
官
給
。
地
方
有
司
。

　
　

春
秋
訓
練
。
遇
警
調
用
。

と
あ
り
、
ま
た
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
八
七
浙
江
五
「
民
兵
書
」
・

毅
州
府
志
倦
一
二
「
兵
防
志
」
な
ど
に
も
同
様
の
記
事
か
見
久
て
ゐ

る
。
ま
た
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
三
四
江
南
二
十
二
泗
州
「
民
壮
」

に
は

　
　

民
壮
者
景
泰
以
来
設
立
之
郷
兵
。
寓
兵
於
農
之
意
也
。

と
あ
り
、
民
壮
と
は
景
泰
以
未
設
置
し
た
郷
兵
で
あ
る
と
い
っ
て
ゐ

る
。
ま
た
明
史
倦
九
一
「
民
壮
土
兵
」
に
は

　
　

１
　
泰
初
。
遣
使
分
募
直
隷
・
山
東
・
山
西
・
河
南
民
壮
。
撥
山

　
　

西
義
勇
。
守
大
同
。
而
紫
荊
・
倒
馬
二
闘
。
亦
用
民
兵
防
守
。

　
　

事
平
穏
蹄
。

と
あ
り
、
正
統
十
四
年
の
翌
年
、
つ
ま
り
、
英
宗
が
土
木
堡
で
也
先

の
捕
虜
と
な
り
、
弟
の
景
泰
帝
が
印
位
し
た
翌
年
に
は
、
北
支
一
帯

の
諸
省
か
ら
大
規
模
に
民
壮
を
召
募
し
て
防
禦
に
営
ら
せ
て
ゐ
る
。

こ
の
事
賞
か
ら
も
民
壮
が
英
宗
の
正
統
末
年
に
始
め
て
召
募
せ
ら
れ

た
で
あ
ら
う
こ
と
は
容
易
に
首
肯
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
秀
水
聡
志

や
、
咳
診
叢
考
の
依
攘
し
た
湧
憧
小
品
が
、
夫
々
民
壮
の
起
原
を
正

徳
や
天
順
に
お
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
時
代
に
も
夫
々
大
規
模
の
民

壮
の
召
募
が
あ
っ
だ
の
で
、
そ
れ
ら
の
事
賓
に
の
み
注
目
し
て
、
正

統
の
事
責
を
忘
却
し
た
た
め
に
起
っ
た
誤
謬
で
あ
ら
う
。

　

そ
れ
で
は
民
壮
の
起
原
は
、
正
統
十
四
年
に
あ
る
か
と
い
ふ
と
、

地
方
的
に
は
す
で
に
早
く
、
明
史
倦
九
一
「
民
壮
土
兵
」
に
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｀
Ｆ
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７
Ｆ
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Ｊ
Ｉ
一

　
　

Ｅ
統
二
年
。
始
募
所
在
軍
勢
‘
民
壮
願
自
敗
者
。
映
西
得
四
千

　
　

二
百
人
。
人
給
布
二
匹
。
月
糧
四
斗
。

と
あ
る
や
う
に
、
陵
西
で
は
正
統
二
年
に
、
軍
飴
つ
ま
り
正
軍
戸
内

の
鈴
丁
や
民
壮
を
召
募
し
、
四
千
二
百
人
の
民
兵
を
編
成
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
考
へ
る
と
、
民
壮
は
地
方
的
に
は
す
で
に
早
く

か
ら
存
在
し
て
ゐ
た
が
、
正
統
末
年
に
也
先
が
侵
寇
す
る
や
、
全
國

的
な
組
織
と
し
て
再
編
成
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
え
る
。

　

な
ほ
民
兵
そ
の
も
の
の
設
置
は
明
初
か
ら
あ
っ
た
。
萬
暦
大
明
會

典
倦
一
三
七
に

　
　

洪
武
初
。
立
民
兵
萬
戸
府
。
簡
民
間
武
勇
之
人
。
編
成
除
伍
。

　
　

以
時
操
練
。
有
事
用
以
征
戦
。
事
平
復
還
具
民
。

と
あ
り
、
洪
武
の
初
め
、
民
兵
萬
戸
府
を
立
て
、
民
間
の
勇
武
な
者

を
選
抜
し
て
除
伍
を
編
成
し
て
操
練
し
、
有
事
の
際
に
征
戦
に
用
ひ
、

事
愛
か
終
了
す
れ
ば
郷
里
に
還
し
て
民
と
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら

の
民
兵
と
、
正
統
十
四
年
召
募
の
民
壮
と
は
い
か
な
る
相
違
が
あ
っ

た
か
と
い
ふ
と
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
八
七
浙
江
五
「
永
康
蒜
」
の

條
に
、
洪
武
の
初
、
民
兵
萬
戸
府
を
設
置
し
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ

を
民
壮
と
比
較
し
て

　
　

其
（
民
兵
萬
戸
府
）
所
立
止
要
害
須
兵
之
處
。
所
簡
亦
止
武
勇

　
　

任
兵
２
　
人
而
５
　
。
１
　
嘗
遺
行
５
　
邑
０
　
戸
使
具
之
兵
哉
。
太
平
之

　
　

後
。
旋
已
罷
矣
。

と
あ
り
、
民
兵
萬
戸
府
の
民
兵
は
、
武
勇
の
あ
る
希
望
者
に
限
ら
れ
、

而
も
事
愛
が
旅
煽
す
れ
ば
直
ち
に
蹄
郷
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、

正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
召
募
せ
ら
れ
た
民
壮
は
、
後
に
も
詳
述

す
る
ご
と
く
、
各
州
蒜
を
通
じ
、
一
定
の
標
準
に
従
っ
て
強
制
的
に

就
役
さ
せ
ら
れ
、
半
ば
永
久
的
な
制
度
と
し
て
設
置
せ
ら
れ
た
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。
因
み
に
民
壮
が
永
久
的
な
制
度
と
し
て
組
織

化
さ
れ
た
の
は
、
孝
宗
の
弘
治
二
年
（
一
四
八
九
）
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
何
故
に
正
統
の
末
年
に
、
こ
の
や
う
な
民
壮
が
召
募
せ

ら
れ
る
に
至
っ
だ
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
へ
る
に
は
、
明

代
の
軍
除
弱
化
の
原
因
や
経
過
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
尤
も
宋
代
以
後
の
近
世
に
お
い
て
は
、
軍
除
は
多
く
は
傭
兵
で

あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
性
質
上
、
時
代
の
経
過
に
件
っ
て
弱
鰹
化
し

た
が
、
そ
れ
で
も
、
明
初
、
す
な
は
ち
太
祖
・
太
宗
の
時
代
に
は
、

天
子
自
身
が
す
ぐ
れ
た
軍
人
で
あ
り
、
そ
の
配
下
に
は
名
将
か
多
く
、

且
つ
軍
除
内
に
は
蒙
古
兵
が
多
数
あ
り
、
軍
除
は
精
強
を
誇
っ
て
ゐ

た
。
と
こ
ろ
が
、
國
初
の
精
悍
な
軍
除
も
、
平
和
が
到
来
し
、
天
子

自
身
が
貴
族
化
し
て
文
弱
に
な
る
と
、
自
然
に
弱
酸
化
し
、
軍
除
を
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指
揮
す
る
武
官
も
無
能
化
し
て
統
御
力
を
失
っ
た
。
明
代
の
兵
制
は

　
　

大
腰
元
代
の
制
度
を
そ
の
ま
ゝ
撒
承
し
た
も
の
で
、
軍
除
は
軍
籍
か

　
　

ら
出
だ
の
み
な
ら
す
、
武
官
も
建
國
の
功
績
に
よ
り
爵
位
を
授
け
ら

　
　

れ
、
こ
れ
を
世
襲
し
た
。
指
揮
官
も
か
う
い
ふ
連
中
か
ら
出
る
こ
と

　
　

に
な
る
と
、
次
第
に
貴
族
化
し
て
、
祀
先
の
や
う
な
指
揮
官
と
し
て

　
　

の
資
力
を
も
た
す
、
た
ｙ
世
襲
的
な
肩
書
き
に
よ
っ
て
軍
除
に
臨
む

　
　

こ
と
に
な
る
か
ら
、
軍
除
を
統
御
す
る
こ
と
か
出
来
な
い
。
明
史
倦

　
　

八
九
「
兵
志
」
に

　
　
　

提
督
・
坐
管
貌
頭
・
把
總
諸
官
。
多
世
冑
統
袴
。
平
時
占
役
管

　
　
　

軍
。
以
空
名
支
餉
。
臨
操
ｍ
肆
集
市
人
。
呼
舞
博
笑
而
已
。

　
　

と
い
っ
て
ゐ
る
や
う
に
、
軍
の
主
脳
部
は
世
襲
的
な
紅
袴
の
子
弟
が

　
　

多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
不
時
に
お
い
て
は
軍
除
を
私
役
し
、

　
　

幽
霊
軍
除
の
俸
給
を
着
服
し
、
軍
事
訓
練
に
あ
へ
ば
、
に
は
か
に
市

　
　

井
人
を
が
り
集
め
て
人
徽
だ
け
を
そ
ろ
へ
て
そ
の
場
を
と
り
っ
く
ろ

　
　

ふ
。
こ
の
や
う
に
武
官
の
軍
紀
が
楽
れ
て
色
々
と
悪
事
を
働
く
の
で
、

　
　

上
級
の
武
官
さ
へ
も
飲
會
か
ら
脛
脱
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
明

　
　

史
倦
九
〇
「
兵
志
」
に

　
　
　

正
徳
以
来
。
軍
職
冒
濫
。
篤
世
所
軽
。
内
之
部
科
。
外
之
監
軍

　
　
　

優
れ
・
凄
相
騨
座
・
五
庫
府
如
置
耽
。
弁
帥
如
徒
率
。
遡
兵
官

　
　

領
敏
於
兵
部
。
皆
踪
闘
寫
長
揖
。
即
謂
非
誰
。

と
あ
り
、
武
宗
の
正
徳
以
爽
、
衛
・
所
を
統
轄
す
る
中
央
の
五
軍
府

屯
贅
沈
の
ご
と
く
考
へ
ら
れ
、
司
令
官
の
總
兵
官
さ
へ
も
そ
の
権
威

は
地
に
墜
ち
て
政
府
部
内
で
も
幄
肌
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
に
、

指
揮
す
る
武
官
の
威
権
が
失
墜
す
れ
ば
、
下
級
の
兵
卒
の
軍
紀
が
弛

緩
す
る
の
は
営
然
で
あ
っ
た
。
明
史
倦
八
九
「
兵
志
」
欧
化
十
年
、

兵
部
尚
書
馬
文
升
の
上
言
の
一
節
に
、
軍
士
の
度
弛
を
述
べ

　
　

皇
城
之
内
。
兵
衛
無
幾
。
諸
監
門
卒
。
尤
疲
庶
。
至
不
任
受
甲
。

と
あ
り
、
皇
城
の
諸
門
を
警
護
す
る
軍
士
の
う
ち
に
は
甲
を
被
る
こ

　

一

と
能
は
ざ
る
ほ
ど
の
者
の
あ
っ
た
こ
と
を
傅
へ
て
ゐ
る
。
ま
た
同
書
、
3
6

嘉
靖
二
十
九
年
の
條
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

俺
答
入
寇
。
兵
部
尚
書
丁
汝
使
罷
鶯
伍
。
不
及
五
六
萬
人
。
駆

　
　

出
城
門
。
皆
流
沸
不
敢
前
。
諸
将
領
亦
相
顧
愛
色
。

と
あ
り
、
俺
答
汗
が
都
に
侵
入
し
た
時
、
軍
士
は
恐
れ
を
な
し
て
城

門
を
出
で
て
戦
ふ
こ
と
を
躊
躇
し
た
。
こ
の
や
う
に
軍
除
は
上
下
を

あ
げ
て
軍
紀
か
索
れ
て
ゐ
た
の
み
な
ら
す
、
逃
亡
兵
も
夥
し
か
っ
た
。

　

國
初
か
ら
逃
亡
に
對
す
る
軍
律
は
巌
重
で
あ
っ
た
が
、
軍
紀
の
弛

緩
と
と
も
に
逃
亡
兵
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
他
、
軍
士
が
頭
戚
に
私

役
さ
れ
、
或
ひ
は
側
戸
と
カ
る
等
、
貪
有
の
軍
除
微
が
甚
だ
し
く
減



　
　

少
し
た
。
明
史
倦
九
一
「
兵
志
」
に

　
　
　
　

洪
武
時
。
宣
府
屯
守
官
軍
殆
十
萬
。
正
統
・
１
　
泰
間
。
已
不
及

　
　
　
　

額
。
弘
治
正
徳
以
後
。
官
軍
賓
有
者
。
僅
六
萬
六
千
九
百
有
奇
。

　
　
　
　

而
召
募
呉
土
兵
。
居
其
半
。
他
鏝
率
硯
此
。

　
　

と
あ
り
、
宣
府
駐
屯
の
軍
除
は
洪
武
の
時
に
は
殆
ん
と
十
萬
人
ゐ
た

　
　

が
、
’
正
統
・
景
泰
の
間
に
は
額
に
及
ぼ
す
、
弘
治
・
正
徳
以
後
に
な

　
　

る
と
約
六
萬
七
千
人
ほ
ど
に
減
少
し
て
ゐ
石
。
而
も
こ
の
う
ち
に
は

　
　

約
半
敷
の
召
募
兵
と
土
兵
が
ゐ
る
の
で
、
賞
際
軍
籍
に
あ
る
軍
除
は

　
　

三
萬
三
千
五
百
人
、
大
約
三
分
の
一
に
減
少
・
し
て
ゐ
る
。
か
う
い
ふ

　
　

傾
向
は
宣
府
に
の
み
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
國
的
に
見
ら
れ

　
　

る
現
象
で
あ
っ
た
。
京
管
の
軍
除
は
國
初
七
八
十
萬
あ
っ
た
が
、
そ

　
　

の
後
軍
制
の
改
革
が
あ
り
、
三
大
管
か
ら
十
二
團
営
と
な
り
、
更
に

　
　

雨
官
廳
軍
と
な
っ
た
武
宗
の
正
徳
の
頃
に
は
、
な
ほ
三
十
八
萬
の
軍

　
　

除
が
ゐ
だ
。
し
か
る
に
嘉
靖
の
末
年
、
俺
答
汗
が
入
寇
し
た
際
に
は
、

　
　

見
籍
の
軍
除
は
僅
か
に
十
四
萬
齢
に
減
じ
て
を
り
、
而
も
そ
の
う
ち

　
　

操
練
す
る
者
は
五
六
萬
に
す
ぎ
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
や
う
な
軍

　
　

除
敷
の
減
少
に
は
諸
種
の
原
因
が
あ
る
か
、
逃
亡
が
そ
の
最
も
重
要

　
　

な
原
因
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
軍
除
の
逃
亡
は
要
す
る
忙
生
活
が

4
0
1

　

窮
迫
し
た
こ
と
か
そ
の
主
な
る
原
因
で
あ
っ
た
。
軍
卒
の
生
活
の
貧

　

窮
に
も
諸
種
の
原
因
が
あ
る
。
俸
給
と
し
て
無
價
値
同
様
の
紙
幣
を

　

呉
へ
ら
れ
た
こ
と
、
布
や
銀
を
俸
給
と
し
て
支
給
す
る
際
、
そ
の
折

　

價
を
つ
り
あ
げ
た
こ
と
、
後
に
は
兵
器
や
軍
馬
を
自
辨
せ
ざ
る
を
得

　

な
く
な
っ
た
こ
と
、
俸
給
か
上
ら
な
い
の
に
、
米
價
そ
四
他
の
物
價

ヽ
が
上
昇
し
た
こ
と
、
そ
の
他
、
税
や
役
の
諸
種
の
負
槍
が
加
重
さ
れ

　

た
こ
と
な
ど
、
諸
種
の
原
因
が
あ
げ
ら
れ
る
か
、
こ
の
問
題
に
っ
い

　

て
は
別
稿
に
ゆ
づ
り
、
こ
χ
で
は
英
宗
の
正
統
の
末
年
、
軍
除
が
逃

　

亡
し
た
原
因
と
し
て
、
屯
田
制
の
崩
壊
に
つ
い
て
考
察
し
、
焦
鮎
を

　

こ
の
問
題
に
し
ぼ
っ
て
論
を
進
め
た
い
。
蓋
し
、
食
糧
問
題
が
軍
卒

　

に
と
っ
て
は
最
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　

太
祀
は
即
位
以
前
、
戦
胤
の
た
め
に
土
地
が
荒
慶
し
て
食
糧
難
の

　

時
に
兵
食
を
全
部
農
民
か
ら
徴
収
し
て
は
農
民
か
盆
。
夕
困
窮
す
る
の

　

で
、
軍
除
の
食
糧
は
軍
除
自
ら
生
産
す
る
と
い
ふ
方
針
を
確
立
し
た
。

　

こ
れ
が
い
は
ゆ
る
屯
田
政
策
で
あ
る
。
営
初
は
こ
の
屯
田
政
策
に
よ

　

っ
て
軍
除
の
食
糧
は
充
分
自
給
す
る
こ
え
が
出
来
勾
。
印
位
後
も
こ

　

の
政
策
が
踏
襲
せ
ら
れ
た
。
國
境
方
面
に
南
方
か
ら
軍
糧
を
運
搬
す

　

る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
こ
と
に
遼
東
な
ど
で
は
海
運
に
よ
り
南
方

　

か
ら
軍
糧
を
運
ん
で
ゐ
た
が
、
船
が
難
破
し
て
溺
死
す
る
者
が
多
か

　

っ
た
の
で
、
盆
々
國
境
方
面
に
お
い
て
も
屯
田
を
賓
施
し
、
食
糧
の

-37-
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2

　

自
給
政
策
を
確
立
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。
こ
の
屯
田
の
制
度
は
民
屯

　
　

と
軍
屯
と
に
分
れ
る
が
、
こ
ｘ
で
は
直
接
軍
人
か
生
産
す
る
軍
屯
に

　
　

問
題
を
限
定
し
て
考
察
し
た
い
。

　
　
　

こ
の
屯
田
は
時
代
に
よ
り
て
愛
遷
し
、
ま
た
地
方
に
よ
っ
て
相
違

　
　

か
あ
る
。
最
初
、
太
原
・
朔
州
な
ど
漫
疆
を
警
備
せ
る
軍
除
の
自
ら

　
　

屯
田
を
行
っ
て
食
糧
の
自
給
を
圖
っ
て
ゐ
る
者
に
も
、
毎
月
若
干
の

　
　

月
糧
が
支
給
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
従
っ
て
自
ら
生
産
し
た
食
糧
に
對
し

　
　

て
税
を
と
る
と
い
ふ
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
未
だ
屯
田
制
度
が

　
　

確
立
し
て
ゐ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
乱
。
屯
田
制
度
が

　
　

一
腹
確
立
し
た
の
は
洪
武
六
年
前
後
で
あ
る
。
民
屯
は
州
蒜
が
管
轄

　

す
る
が
、
軍
屯
は
衛
・
所
が
こ
れ
を
掌
る
。
衛
・
所
の
軍
隊
は
二
分

し
、
土
地
の
肥
痔
に
よ
っ
て
増
減
す
る
。
耕
牛
や
農
具
も
軍
か
ら
支

給
し
、
ま
た
農
耕
技
術
を
指
導
す
る
。
七
の
税
は
最
初
一
畝
に
つ
き

一
斗
で
あ
っ
た
か
、
の
ち
洪
武
三
十
五
年
に
科
則
が
定
め
ら
れ
、
一

分
の
田
に
つ
き
、
正
糧
十
二
石
を
納
付
し
、
屯
倉
に
貯
蔵
し
て
屯
田

軍
の
自
給
に
充
営
す
る
。
そ
の
節
糧
は
そ
の
衛
所
の
他
の
軍
官
の
俸

糧
に
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
。
永
楽
の
初
め
に
は
節
糧
は
更
に

六
石
と
率
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
多
少
に
よ
っ
て
賞
罰
か
呉
へ
ら
れ
た
。

ま
た
各
地
で
植
付
け
作
物
が
異
っ
て
ゐ
る
た
め
に
、
米
を
基
準
と
し

て
各
種
の
雑
穀
を
収
め
る
率
を
決
定
し
て
ゐ
る
。
ま
た
屯
田
を
管
轄

-

す
る
た
め
に
、
屯
田
兵
百
名
に
對
し
て
百
戸
が
か
か
れ
、
三
百
名
毎

　

3
8

に
千
戸
、
五
百
名
以
上
に
は
指
揮
が
か
か
れ
て
こ
れ
を
提
督
す
る
゜

　
　

一

し
て
一
部
が
防
備
に
あ
た
り
、
一
部
が
屯
田
を
行
ふ
。
逡
地
で
は
そ

　
　

屯
に
は
紅
牌
が
あ
り
、
則
例
を
か
き
っ
け
て
開
係
者
に
知
悉
さ
せ
る
。

の
三
割
の
軍
除
が
防
備
に
常
り
、
七
割
が
屯
田
す
る
。
内
地
で
は
二

　
　

年
六
十
以
上
の
者
や
残
疾
者
・
幼
少
者
は
た
ゞ
自
ら
耕
作
し
て
自
給

割
が
城
を
守
り
、
八
割
が
屯
種
す
る
。
屯
田
守
備
の
軍
除
の
割
合
も

　
　

す
れ
ば
よ
い
の
で
、
以
上
の
規
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
屯
田
軍

そ
の
地
の
状
況
に
よ
っ
て
異
り
、
國
境
の
瞼
要
な
地
鮎
で
は
守
備
軍

　

’
に
し
て
公
務
の
た
め
農
耕
を
妨
げ
ら
れ
た
者
は
税
糧
の
徴
収
が
免
除

か
屯
田
軍
よ
り
も
多
い
。
ま
た
土
地
が
僻
遠
で
軍
糧
の
楡
趾
の
困
難

　
　

せ
ら
れ
、
且
つ
衛
所
の
差
撥
が
冤
せ
ら
れ
る
。
以
上
は
大
陰
、
太
祀
・

な
處
で
は
屯
田
軍
が
守
備
軍
よ
り
多
い
。
尤
も
こ
の
割
合
は
そ
の
地

　
　

太
宗
時
代
に
一
座
整
備
せ
ら
れ
た
屯
田
法
の
概
略
で
あ
る
。
常
時
、

の
状
況
の
愛
化
に
よ
り
て
愛
更
さ
れ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

毎
兵
ヽ
田
地
五
十
畝
前
後
か
ら
百
畝
を
支
給
し
、
こ
れ
を
一
分
と
稲

屯
田
は
東
は
遼
東
か
ら
、
北
は
宣
府
・
大
同
、
西
は
甘
鴬
に
至
り
、

南
は
雲
南
・
四
川
か
ら
交
趾
に
及
ぶ
ま
で
廣
範
に
賞
施
せ
ら
れ
、
ま



　
　

た
内
地
で
も
大
河
の
南
北
、
至
る
所
に
展
開
し
て
ゐ
加
。

　
　
　

太
祖
・
太
宗
の
時
代
に
は
軍
屯
が
う
ま
く
賞
施
せ
ら
れ
、
大
緻
自

　
　

給
自
足
の
鰹
制
が
と
ら
れ
て
ゐ
た
。
春
明
夢
節
録
倦
四
二
「
軍
屯
」

　
　

に
は

　
　
　
　

國
初
置
衛
四
百
九
十
一
所
三
百
一
十
一
。
以
軍
計
之
。
約
三
百

　
　
　
　

一
十
能
萬
。
…
…
…
一
一
一
百
一
十
萬
徐
之
軍
。
歳
食
糧
三
千
七
百
二

　
　
　
　

十
二
萬
齢
石
。
屯
田
二
十
畝
。
除
正
糧
。
納
節
糧
六
石
。
一
八
十

　
　
　
　

九
萬
九
千
鈴
頃
。
通
得
節
糧
二
予
七
百
萬
石
丿
則
是
軍
之
食
。

　
　
　
　

軍
自
給
之
。
漫
儲
之
所
運
。
軍
需
之
所
徴
。
供
于
民
者
無
幾

　
　
　
　

也
。

　
　

と
見
え
て
ゐ
る
。
な
ほ
こ
の
外
、
具
膿
的
な
例
を
あ
げ
る
と
、
例
へ

　
　

ば
、
永
楽
十
年
に
は
遼
鎮
の
歳
収
屯
糧
は
七
十
一
萬
六
千
一
百
石
あ

　
　

り
、
こ
れ
で
も
っ
て
該
鋼
の
官
兵
九
萬
齢
人
を
養
っ
て
ゐ
た
。
京
運

　
　

は
僅
か
に
一
萬
石
に
す
ぎ
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
永
楽
元
年
に
か

　
　

け
＆
全
國
の
屯
田
糧
は
二
千
三
百
四
十
五
萬
石
節
に
上
っ
て
ゐ
る
。

　
　

こ
の
年
の
賦
税
糧
が
三
千
一
百
二
十
九
萬
除
石
と
い
は
れ
る
か
ら
、

　
　

賦
役
糧
の
約
三
分
の
二
の
屯
糧
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
で
軍
糧
が

　
　

賄
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
國
初
に
お
い
て
は
、
屯
田
は

4
0
3

　

非
常
な
成
績
を
あ
げ
、
た
と
ひ
屯
田
糧
の
み
に
よ
っ
て
軍
糧
を
全
部

賄
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
出
床
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
軍
糧
自
給
政
策
に

大
き
な
寄
呉
を
な
し
て
ゐ
た
こ
と
は
事
賞
で
あ
る
。
績
文
献
通
考
倦

五
「
屯
田
」
に

　
　

〔
崇
偵
十
年
映
西
巡
撫
孫
〕
傅
庭
疏
言
。
博
考
故
謄
。
洪
武
時
。

　
　

毎
軍
額
地
一
頃
。
歳
徴
正
糧
十
二
石
。
齢
糧
十
二
石
。
轟
行
収

　
　

貯
屯
倉
。
以
正
糧
按
月
支
給
本
軍
。
以
鎗
糧
支
給
官
軍
。
俸
餉

　
　

不
煩
韓
楡
。
而
倉
庫
充
賓
。
兵
不
煩
召
募
。
而
士
卒
精
強
。
法

　
　

至
善
也
。
至
永
楽
二
十
年
。
奉
詔
。
減
免
鯨
糧
六
石
。
然
正
能

　
　

一
‘
十
八
石
。
猶
然
交
倉
按
支
。
法
尚
未
壊
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　

一

と
見
え
る
や
う
に
、
軍
除
は
屯
田
に
よ
っ
て
俸
糧
が
充
分
に
支
給
せ

　

3
9

ら
れ
る
た
め
に
精
強
を
ほ
こ
り
、
國
防
は
ゆ
る
ぎ
を
見
せ
な
か
っ
た
。

　

一

し
か
る
に
、
こ
の
屯
田
制
度
も
次
第
に
崩
壊
を
始
め
て
来
た
。
今
屯

田
糧
の
政
府
報
告
の
統
計
を
見
る
と
、
永
楽
元
年
を
頂
黙
と
し
て
、

そ
の
後
は
若
干
の
高
低
は
あ
る
が
、
次
第
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
（
次
頁
）

　

こ
の
統
計
を
見
て
も
分
る
や
う
に
、
英
宗
の
正
統
の
初
め
頃
か
ら
、

屯
田
糧
が
急
激
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
尤
も
こ
れ
ら
の
統
計
が
そ
の
ま

ま
賞
際
の
屯
田
糧
叡
で
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
が
、
大
膿
の
推
移

を
考
へ
る
上
に
は
差
支
へ
な
い
。
こ
の
屯
田
糧
の
減
少
は
屯
田
の
崩

壊
を
如
蜜
に
示
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
屯
田
制
度
は
、
英
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昌

　

年

　　　　

!

ﾅ

　　　

千

ブツブツ

。

宗
の
正
統
の
初
め
か
ら
、
急
激
に
崩
壊
を
始
め
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

ち
や
う
と
こ
の
統
計
を
裏
書
き
す
る
や
う
に
、
明
史
倦
七
七
「
食
貨

志
」
に

　
　

自
正
統
後
。
屯
政
梢
弛
。

と
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
責
際
の
例
に
、
徴
し
て
見
る
に
、
英
宗
賞

録
巻
七
七
正
統
六
年
三
月
戊
戌
の
條
に

　
　

上
論
總
兵
官
朱
見
・
譚
廣
等
曰
。
宣
府
歳
用
甚
夥
。
而
屯
田
所

　
　

入
。
不
及
十
一
。
節
皆
仰
給
於
民
。

と
あ
り
、
正
統
六
年
の
頃
、
宣
府
で
は
す
で
に
屯
田
糧
は
所
要
軍
糧

の
十
分
の
一
し
か
生
産
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
故

に
國
初
に
成
績
を
あ
げ
た
屯
田
法
が
か
く
も
弊
壊
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
原
因
は
色
々
あ
る
が
、
営
面
の
問
題
の

焦
黙
か
ら
そ
れ
る
の
で
、
こ
ｘ
で
は
兵
制
の
崩
壊
、
と
く
に
逃
亡
兵

が
績
出
し
、
賞
在
軍
除
数
が
激
減
し
、
軍
紀
が
豪
乱
し
て
軍
除
が
そ

の
機
能
を
果
し
え
な
く
な
っ
だ
の
は
、
屯
田
制
度
の
崩
壊
と
深
い
関

係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。

　

こ
の
や
う
に
、
兵
制
が
崩
壊
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
へ
、
正
統
の
末
年

也
先
が
大
卒
入
寇
し
て
末
た
の
で
、
こ
れ
が
對
策
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
院
西
な
ど
、
國
境
に
近
い
地
方
で
蜜
施
し
て
成
績
を
あ
げ
て
ゐ
た

民
壮
が
、
全
國
的
な
組
織
と
し
て
再
編
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
春

明
夢
除
録
倦
四
二
「
内
編
」
に

　
　

軍
以
衛
民
。
民
以
供
軍
。
未
聞
衛
所
之
外
。
復
有
民
兵
之
設
也
。

　
　

自
正
統
十
四
年
。
軍
伍
消
耗
。
泌
患
警
急
。
始
議
召
集
壮
勇
。

　
　

以
自
護
衛
。
蓋
一
時
権
宜
之
計
。
事
寧
之
後
。
即
営
罷
革
以
示

　
　

休
息
。
修
明
軍
政
。
以
復
前
規
。
而
年
復
一
年
。
因
循
未
改
。

-40



　
　

と
あ
り
、
績
修
建
昌
府
誌
倦
三
「
四
差
」
に

　
　
　
　

國
初
以
衛
所
馬
主
兵
。
食
屯
田
子
粒
。
食
民
糧
存
留
銀
米
。
有

　
　
　
　

・
警
始
募
民
具
兵
。
事
定
旋
散
具
民
。
此
古
初
寓
兵
於
農
之
意
。

　
　
　
　

正
統
中
。
衛
所
虚
耗
。
始
以
拝
禦
之
備
。
専
肩
之
民
兵
。
工
食

　
　
　
　

調
賞
之
費
。
悉
自
丁
糧
増
派
。
迷
無
報
罷
之
期
。

　
　

と
あ
り
、
衛
所
の
軍
除
が
役
に
た
ｘ
な
く
な
り
、
正
統
中
に
防
禦
は

　
　

専
ら
民
兵
に
依
存
し
、
こ
れ
が
永
制
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

　
　

こ
-
I
　
ｙ
民
兵
と
い
ふ
の
は
民
壮
を
さ
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
ま

　
　

た
天
下
郡
國
利
病
書
倦
二
八
江
南
「
兵
防
考
」
に
奄

　
　
　
　

養
兵
以
衛
民
。
曾
不
得
一
旅
一
卒
之
用
。
又
盆
之
以
機
・
快
・

　
　
　
　

民
壮
。

　
　

と
あ
り
、
軍
除
が
機
能
を
喪
失
し
、
機
・
快
・
民
壮
を
増
置
し
た
こ

　
　

と
を
い
っ
て
ゐ
る
。
機
・
快
と
は
機
兵
と
快
兵
と
を
指
す
。
と
も
に

　
　

民
兵
で
あ
る
。
ま
た
先
に
も
引
用
し
た
か
、
秀
水
蒜
志
倦
三
「
均
善
」

　
　

に

　
　
　
　

國
初
設
衛
所
治
軍
。
承
平
久
。
籍
伍
並
逸
。
軍
不
足
侍
。
正
徳

　
　
　
　

劉
寇
之
作
。
始
貧
民
壮
丁
傷
兵
。
曰
民
壮
。

　
　

と
あ
り
、
衛
所
の
軍
除
が
次
第
に
逃
亡
し
、
軍
紀
が
み
だ
れ
て
侍
む

4
0
5

　

｀
に
足
ら
ず
、
逐
に
民
壮
を
編
成
し
た
こ
と
を
傅
へ
て
ゐ
る
。

　

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
朋
ら
か
な
や
う
に
、
民
壮
は
正
統

の
末
年
、
也
先
の
侵
入
に
際
し
て
、
始
め
て
全
國
的
に
編
成
せ
ら
れ

た
。
そ
れ
は
衛
所
の
軍
除
が
殆
ん
と
用
ぴ
る
に
堪
へ
な
く
な
っ
て
ゐ

た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
民
壮
は
、
萬
暦
大
明
會
典
倦
一
三

七
に

　
　

軍
籍
之
外
。
有
民
壮
。
有
司
貪
黙
。
以
備
警
急
。
即
古
民
兵
之

　
　

遺
意
。

と
あ
り
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
三
四
江
南
二
十
二
泗
州
「
民
壮
」
に

　
　

民
壮
者
。
景
泰
以
来
。
設
立
之
郷
兵
。
寓
兵
於
農
之
意
也
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
倦
八
七
浙
江
五
「
永
康
懸
」
に

　
　

民
壮
古
者
郷
逐
之
民
。
居
則
貫
農
。
出
則
烏
兵
。
農
雖
兼
兵
著

　
　

役
。
而
未
嘗
別
出
養
兵
之
費
。
亦
庶
幾
乎
笏
而
不
費
者
也
。

と
あ
る
や
う
に
、
農
民
の
壮
丁
が
貪
黙
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
民

壮
は
衛
所
の
軍
除
と
は
異
り
、
醇
朴
な
農
民
が
臨
時
に
徴
集
せ
ら
れ
、

軍
事
訓
練
を
う
け
て
兵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
’
規
律
も
巌
格

で
勇
敢
で
あ
っ
た
。
湧
憧
小
品
倦
一
二
に

　
　

民
壮
之
役
。
介
在
軍
民
間
。
最
鶏
得
用
。
國
朝
盛
于
王
陽
明
。

と
あ
り
、
王
陽
明
か
軍
功
を
立
て
た
の
は
、
専
ら
民
壮
の
力
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
書
「
土
兵
」
に
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欧
化
二
年
。
用
険
西
撫
臣
慮
祥
之
言
。
選
民
丁
之
壮
者
。
編
成

　
　
　

什
伍
。
貿
鶏
土
兵
。
原
愈
民
壮
。
亦
入
其
中
。
量
加
優
岫
。
几

　
　
　

得
二
萬
人
。
時
毛
里
桜
方
彊
盛
窺
逼
。
憚
之
不
敢
深
入
。

　

と
あ
り
、
映
西
の
土
兵
に
は
原
泉
の
民
壮
が
多
く
ゐ
た
が
、
毛
里
桜

　

さ
へ
も
そ
の
強
盛
を
お
そ
れ
て
敢
て
侵
入
し
な
か
っ
た
と
い
ふ
か
ら
、

　

常
時
民
兵
と
し
て
の
民
壮
の
評
價
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ゞ

　

想
像
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
設
置
営
初
の
民
壮
の
裁
は
皇

　

朝
文
献
通
考
巻
二
一
に

　
　
　

民
壮
一
項
。
考
之
前
明
。
其
初
鶏
敷
不
多
。
後
州
蒜
官
以
額
設

　
　
　

兵
丁
。
隨
舎
差
操
。
不
敷
駆
遣
。
多
取
民
間
壮
丁
。
教
以
技
蓼
。

　
　
　

以
備
守
城
禦
寇
。

と
あ
り
、
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
が
、
民
壮
の
資
力
が
認
め
ら
れ
る

と
、
次
第
に
そ
の
敷
が
噌
大
し
た
。
孝
宗
の
弘
治
十
四
年
（
一
五
〇

一
年
）
に
は
民
壮
は
三
十
能
萬
人
に
建
し
て
ゐ
か
・
明
代
の
脈
、
属

州
の
總
裁
は
千
四
百
前
後
で
あ
る
か
ら
、
今
仮
に
千
四
百
と
し
て
計

算
す
る
と
、
平
均
一
州
麻
の
民
壮
敷
は
二
百
十
人
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
の
後
も
増
大
し
た
こ
と
は
、
明
史
倦
九
一
「
民
壮
土
兵
」
に

　
　

嘉
靖
二
十
二
年
（
一
五
四
三
）
堆
州
蒜
民
壮
額
。
大
者
千
人
。

　
　

次
六
七
百
。
小
者
五
百
。

と
見
え
る
。
い
ま
仮
に
一
州
蒜
六
百
五
十
人
と
す
れ
ば
、
全
國
の
民

壮
数
は
九
十
一
萬
人
に
な
る
。
ま
た
最
小
限
に
見
積
り
、
五
百
人
と

す
る
も
、
七
十
萬
人
に
も
上
る
。
因
み
に
嘉
靖
二
十
二
年
は
俺
答
汗

の
入
寇
か
漸
く
激
し
く
な
っ
た
頃
で
あ
る
。
そ
こ
で
民
壮
額
敷
を
噌

加
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
天
下
郡
國
利
病
書
倦
二
三
江
南
十
一
武
進

蒜
「
額
兵
」
に
武
進
蘇
の
民
壮
額
に
つ
い
て
次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ

る
。

　
　

國
初
額
設
民
壮
。
一
千
二
百
有
奇
。
正
徳
間
。
裁
其
三
之
一
。

　
　

嘉
靖
初
。
又
幾
裁
其
半
。
…
…
大
昔
靖
壬
子
（
三
十
一
年
）
。
海
気

　
　

頓
起
。
…
…
始
議
招
募
。
蒜
至
三
千
人
。

す
な
は
ち
、
武
進
萌
に
お
い
て
は
、
國
初
か
ら
民
壮
敷
を
段
々
減
少

し
、
嘉
靖
の
初
に
は
四
百
名
ば
か
り
に
な
っ
た
が
、
嘉
靖
三
十
一
年

に
は
、
い
は
ゆ
る
倭
寇
の
侵
寇
が
は
げ
し
く
な
る
と
、
三
千
名
の
民

壮
を
招
募
し
て
ゐ
る
。
か
や
う
に
、
嘉
靖
の
後
半
に
な
る
と
、
倭
寇

や
俺
答
汗
の
侵
入
に
よ
っ
て
、
急
に
徴
集
す
る
民
壮
の
敷
が
増
大
し

た
。
こ
の
民
壮
が
國
防
・
治
安
そ
の
他
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の

で
あ
る
か
、
徴
集
民
壮
額
が
増
大
す
る
に
っ
れ
て
農
民
の
負
担
が
加

重
さ
れ
た
。
こ
ｘ
か
ら
民
壮
の
役
の
銀
納
化
か
、
嘉
靖
に
入
っ
て
行

は
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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二

　

民
壮
の
職
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
史
葉
盛
。
Ｊ
雷
州
衛
鏝
撫
顧
雲
。
率
軍
旅
民
壮
千
人
捕
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
、
廣
東
に
お
け
る
流
賊
の
逮
捕
に
民
壮
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

　

天
下
郡
國
利
病
書
倦
九
七
廣
東
一
「
民
壮
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
壮
は
後
に
述
べ
る
や
う
に
、
軍
管
や
府
州
聡
鎮
な
ど
の
役
所
に

　
　

原
編
立
民
壮
。
初
意
本
以
征
守
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

配
置
さ
れ
て
警
備
に
営
る
が
、
都
城
塞
の
警
備
に
っ
く
者
は
巡
城
民

と
あ
り
、
民
壮
を
編
成
し
た
最
初
の
目
的
は
軍
除
と
し
て
征
守
に
用

　
　

壮
と
柵
せ
ら
れ
胎
。
ま
た
こ
れ
は
守
城
民
壮
と
も
い
は
れ
た
・
守
城

ひ
る
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
後
述
す
る
や
う
に
、
民
壮
は
一
定
期
間
、

　

・
民
壮
は
城
案
の
城
門
櫨
毫
な
ど
を
警
備
し
た
。
嘉
靖
寧
波
府
志
倦
一

軍
事
訓
練
を
施
さ
れ
た
。
こ
れ
か
聴
操
民
壮
・
團
操
民
壮
な
ど
と
将

　
　

三
「
民
兵
」
に
慈
駱
聡
の
菌
額
民
壮
敷
を
あ
げ
た
後
に
、

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
訓
練
を
う
け
た
民
壮
は
、
孝
宗
賞
録
倦
一
四
九
弘

　
　
　
　

今
編
操
備
民
兵
五
百
名
。
分
布
城
門
櫨
敵
茎
防
守
。

治
十
二
年
四
月
戊
戌
の
條
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
見
え
て
ゐ
る
。
ま
た
天
下
郡
國
利
病
書
倦
四
二
山
東
八
「
壽
光
聡
」

　
　

初
正
統
己
巳
之
愛
。
翌
山
西
子
陽
諸
府
民
壮
九
千
。
分
往
代
州

　
　

に

　
　

三
開
操
守
。
…
…
至
弘
治
六
年
。
始
篤
三
班
。
赴
漫
防
参
。

　
　
　
　
　

〔
山
東
楽
安
蘇
〕
塘
頭
塞
。
添
義
民
〔
官
〕
。
率
領
民
壮
。
呉
百
戸

と
あ
る
や
う
に
、
國
境
の
警
備
に
あ
た
る
の
み
な
ら
す
、
國
内
の
治

　
　
　
　

協
守
。

安
維
持
に
も
使
用
せ
ら
れ
た
。
天
下
郡
國
利
病
書
倦
九
二
頴
建
二

　
　

と
あ
り
、
義
民
官
が
民
壮
を
率
ゐ
て
纂
を
防
守
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ

　

「
延
子
府
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
守
城
民
壮
と
稀
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
民
壮
が
城
案
を
警
備
し

　
　

〔
肩
〕
茂
七
等
。
因
殺
弓
兵
敷
人
。
鯨
遂
以
聞
於
上
。
遣
民
壮
三

　
　

た
こ
と
は
、
績
朝
邑
聡
志
倦
四
・
皇
朝
文
献
通
考
倦
二
四
な
ど
に
も

　
　

百
名
捕
之
。
茂
七
等
又
聚
衆
。
格
殺
官
兵
殆
盛
。

　
　
　
　
　
　
　

見
え
て
ゐ
る
。

と
あ
り
、
頴
建
に
お
け
る
農
民
の
叛
気
鎮
定
に
も
民
壮
を
使
用
し
て

　
　
　

次
に
民
壮
は
陸
上
の
み
な
ら
す
、
水
上
の
警
備
に
も
営
っ
た
。
萬

ゐ
る
。
ま
た
同
書
倦
九
七
廣
東
一
「
兵
事
」
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

暦
宜
興
脈
志
巻
四
「
姦
役
」
に
操
演
民
壮
敷
を
あ
げ
、
そ
の
内
詳
を

　
　

廣
東
海
康
鯨
民
康
子
汪
。
聚
衆
流
劫
。
拒
敵
官
軍
。
巡
撫
貪
都

　
　

示
し
た
う
ち
に
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操
江
健
勇

　
　
　
　
　
　
　

四
十
五
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
て
ゐ
る
。
宜
興
聡
志
倦
四
に
巡
捕
民
壮
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
　

兵
備
道
水
兵

　
　
　
　
　
　

百

　
　

名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巡
捕
民
壮
は
草
に
巡
捕
と
も
い
は
れ
た
。
ま
た
萬
暦
温
州
府
志
倦
五

　
　

四
・
七
・
九
三
弦
巡
船

　
　

三
十
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は

と
あ
れ
ぼ
、
民
壮
は
水
兵
と
し
て
奄
用
ひ
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　
　

捕
盗
庖
捕

　

府

　

二
十
名

　

聡

　

十
五
名

ま
た
同
書
に
は
操
江
提
補
孟
河
民
壮
恚
か
兵
備
道
仙
船
民
壮
の
名
将

　
　

と
あ
り
、
こ
の
捕
盗
庖
捕
は
民
壮
内
よ
り
總
編
す
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

が
あ
り
、
秀
水
聡
志
巻
三
に
は
敗
喇
破
船
民
壮
の
名
将
も
見
え
て
ゐ

　
　

と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
民
壮
が
私
感
の
督
察
に
あ
て
ら
れ
て
ゐ
る

る
。
ま
た
青
浦
聡
志
倦
二
「
均
吝
」
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
で
あ
る
。
宜
興
聡
志
倦
四
に
は
巡
唖
民
壮
の
名
将
が
見
え
る
。

　
　

本
鯖
水
陸
哨
守
民
壮
三
百
名
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

府
や
聡
に
敷
名
・
十
家
名
乃
至
敷
十
名
の
巡
感
民
壮
が
配
置
さ
れ
て

と
あ
り
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
九
九
廣
東
三
「
但
砦
」
に
は

　
　
　
　
　

ゐ
た
。
こ
の
巡
感
民
壮
は
地
方
に
よ
っ
て
名
将
を
こ
と
に
し
た
ら
し

　
　

今
部
署
哨
官
領
陸
兵
一
百
人
。
守
〔
廣
東
〕
南
龍
躍
鼓
等
菅
。
民

　
　

く
、
秀
水
聡
志
倦
三
に
は

　
　

壮
二
十
人
。
弓
兵
四
人
。
船
艇
各
二
隻
。
巡
守
蒼
梧
雙
魚
界
。

　
　
　
　

感
捕
民
壮

　

本
府
二
十
名

　

本
鯖
十
四
名

　
　

至
徳
慶
都
城
界
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
、
藷
捕
民
壮
の
名
が
見
え
て
ゐ
る
。
盛
捕
民
壮
は
、
ま
た
草

と
見
え
、
民
壮
が
江
海
の
巡
哨
に
常
っ
だ
こ
と
が
分
る
で
あ
ら
う
。

　
　

に
狸
捕
と
も
略
将
さ
れ
た
こ
と
は
、
温
州
府
志
倦
五
・
梁
清
聡
志
倦

　

と
こ
ろ
べ
民
壮
は
農
民
出
身
で
あ
る
か
ら
、
割
合
に
醇
朴
で
使

　

・
三
な
ど
に
見
え
て
ゐ
る
。
ま
た
巡
圖
感
捕
と
も
将
せ
ら
れ
た
こ
と
は

ひ
易
い
の
で
、
軍
事
方
面
に
使
用
す
る
こ
と
か
梢
々
少
く
な
る
と
、

　
　

秀
水
聡
志
倦
三
・
温
州
府
志
倦
五
・
上
虞
懸
志
倦
八
に
見
え
て
ゐ
る
。

こ
れ
を
解
散
せ
す
ヽ
モ
の
ま
ゝ
警
察
官
と
し
て
韓
用
し
た
。
憲
宗
責

　
　

こ
の
巡
感
民
壮
は
感
の
生
産
場
、
す
な
は
ち
感
場
に
配
置
さ
れ
て
私

録
巻
一
八
一
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
の
透
漏
を
防
止
し
た
。
天
下
郡
國
利
病
書
倦
四
二
山
東
八
「
壽
光

　
　

中
外
火
夫
’
民
壮
・
快
手
・
機
兵
。
専
以
備
盗
。

　
　
　
　
　
　
　

聡
」
に
は

と
あ
ぺ
憲
宗
の
欧
化
年
間
に
は
、
民
壮
は
す
で
に
専
ら
捕
盗
に
備

　
　
　
　

〔
山
東
壽
光
麻
〕
官
１
　
場
・
在
聡
北
八
十
里
。
産
盟
。
義
民
領
民
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壮
・
鎗
手
守
之
。

　
　

と
見
え
て
ゐ
る
。
ま
た
同
書
に

　
　
　
　

〔
壽
光
麻
〕
侯
鎮
。
在
城
東
五
十
里
。
去
廣
陵
損
十
五
里
。
通
灘

　
　
　
　

筋
大
路
。
南
通
臨
胸
。
堕
徒
之
路
。
義
民
領
民
壮
鎗
手
。
協
同

　
　
　
　

廣
陵
損
巡
検
兵
防
守
。

　
　

と
あ
り
、
ま
た
同
書
に

　
　
　
　

彭
家
道
口
。
壽
光
・
梁
安
二
筋
之
界
。
端
徒
自
官
斎
場
・
高
家

　
　
　
　

港
新
損
場
。
皆
由
此
。
義
民
領
民
壮
・
鎗
手
守
之
。

　
　

と
あ
る
や
う
に
、
民
壮
は
盟
徒
の
通
路
を
捉
し
て
私
擁
を
取
締
っ
た
。

　
　
　

な
ほ
こ
の
外
、
宜
興
筋
志
倦
四
に
兵
備
道
常
隨
民
壮
二
名
と
あ
り
、

　
　

民
壮
は
官
吏
の
常
隨
つ
ま
り
従
者
に
充
て
ら
れ
た
。
常
隨
民
壮
は
官

　
　

吏
の
護
衛
と
し
て
呉
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
雍
正
殊
批
論
旨
倦

　
　

三
三
田
文
鏡
雍
正
九
年
十
二
月
七
日
の
條
に

　
　
　
　

仰
蒙
皇
上
珍
念
文
具
。
救
部
議
給
防
護
之
人
。
嗣
経
部
議
。
印

　
　
　
　

於
州
飢
民
壮
内
挑
選
。
雨
司
各
給
五
十
名
。
道
府
各
四
十
名
。

　
　
　
　

同
知
・
通
判
１
　
二
十
五
名
。
州
筋
佐
貳
。
酌
呉
四
名
或
六
名
。

　
　

と
あ
る
記
事
は
こ
れ
を
推
測
せ
し
め
る
。
ま
た
池
北
偶
談
倦
二
〇
揚

　
　

世
架
の
條
に
は
、
楊
世
架
か
武
藤
に
長
じ
て
ゐ
た
の
で
、
知
蘇
張
統

4
0
9

　

泰
の
民
壮
に
あ
げ
ら
れ
、
後
に
は
功
に
よ
っ
て
參
肩
に
ま
で
出
世
し

た
話
し
を
載
せ
て
ゐ
る
。
以
上
の
記
事
に
’
よ
っ
て
、
民
壮
は
雨
司
つ

ま
り
布
政
司
・
按
察
司
の
み
な
ら
す
、
道
府
蒜
の
長
官
か
ら
州
蒜
の

佐
貳
官
、
同
知
・
通
判
に
至
る
ま
で
護
衛
と
し
て
呉
へ
ら
れ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。

　

民
壮
は
こ
の
外
、
倉
庫
や
牢
獄
の
看
守
に
ま
で
任
じ
る
が
、
こ
ゝ

ま
で
来
る
と
、
本
末
の
民
壮
と
し
て
の
性
質
が
す
っ
か
り
失
は
れ
て

荷
役
に
近
く
な
る
。
民
壮
が
長
く
役
所
に
勤
め
て
ゐ
る
と
、
い
っ
の

間
に
か
、
荷
役
化
す
る
が
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
言
及

す
る
。

　
　
　
　

三

　

民
壮
の
編
成
と
配
置
・
統
轄

　

民
壮
が
大
規
模
に
召
募
さ
れ
た
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、

英
宗
の
正
統
十
四
年
で
あ
っ
た
。
大
明
會
典
倦
一
三
七
に

　
　

正
統
十
四
年
。
令
各
處
召
募
民
壮
。
就
令
本
地
官
司
。
半
領
操

　
　

練
。
遇
警
調
用
。
事
定
価
復
鴛
民
。

と
あ
り
、
営
初
民
壮
は
本
地
の
官
司
か
召
募
訓
練
し
、
警
急
に
あ
へ

ば
調
用
し
、
事
愛
か
終
る
と
噂
し
て
民
と
し
た
。
ま
た
同
書
に
は

　
　

天
順
元
年
。
令
召
募
民
壮
。
鞍
馬
器
械
。
悉
従
官
給
。
本
戸
有

　
　

糧
。
・
呉
見
五
石
。
働
冤
戸
下
二
丁
。
以
資
供
給
。
如
有
事
故
。
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不
許
勾
丁
。

と
あ
り
、
召
募
し
た
民
壮
に
は
鞍
馬
器
械
を
政
府
か
ら
支
給
し
、
ま

た
そ
の
銭
糧
五
石
、
二
丁
の
雑
径
を
免
除
す
る
。
民
に
事
故
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
む
り
に
徴
集
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
営
初

の
民
壮
は
な
ほ
召
募
の
域
を
出
で
な
か
っ
た
が
、
弘
治
二
年
に
至
っ

て
始
め
て
全
國
的
な
組
織
と
し
て
徴
集
賠
制
が
整
備
し
た
。
同
書
に

は
次
の
如
く
見
え
て
ゐ
る
。

　
　

弘
治
二
年
。
令
選
取
民
壮
。
須
年
二
十
以
上
五
十
以
下
精
壮
之

　
　

人
。
州
蒜
七
八
百
里
者
、
毎
里
貧
二
名
。
五
百
里
者
毎
里
三
名
。

　
　

三
百
里
者
毎
里
四
名
、
一
百
里
以
上
者
。
毎
里
五
名
。

民
壮
は
年
二
十
以
上
五
十
以
下
の
精
壮
な
者
を
選
取
す
る
。
そ
の
際
、

州
蘇
の
里
の
叡
に
よ
っ
て
徴
集
の
員
数
を
具
に
す
る
。
印
ち
、
七
八

百
里
の
州
蒜
で
は
毎
里
二
名
、
五
百
里
で
は
三
名
、
三
百
里
で
は
四

名
、
百
里
以
上
で
は
毎
里
五
名
の
民
壮
を
愈
取
す
る
。
因
み
に
咳
診

叢
考
倦
二
七
で
は
「
州
蘇
七
八
百
里
以
上
、
里
貪
五
人
云
云
」
と
會

典
の
記
載
と
逆
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
各
州
蒜
の
民
壮
敷
は
大
賊
大
差

な
が
る
べ
く
、
里
数
の
多
い
州
蘇
で
は
毎
里
の
民
壮
徴
集
額
は
少
数

で
足
る
の
で
、
會
典
の
記
載
か
正
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
民
壮
は
何
を
基
準
に
し
て
徴
集
さ
れ
た
か
と
い
ふ
と
、
。

寧
波
府
志
倦
一
三
「
民
兵
」
奉
化
豚
の
條
に

　
　

前
額
民
壮
二
百
名
。
］
一
‐
Ｉ
］
一
今
編
民
壮
一
百
五
十
名
。
共
三
百
五

　
　

十
名
。
…
…
倶
於
薬
餌
丁
田
内
取
辨
。

と
あ
り
、
同
書
象
山
鯨
の
條
に

　
　

奮
額
民
壮
六
十
名
。
…
…
今
加
編
民
壮
六
十
名
。
一
一
φ
一
一
４
倶
於
槃

　
　

餌
丁
田
内
取
辨
。

と
あ
る
や
う
に
、
丁
・
田
を
基
準
に
し
て
徴
集
さ
れ
た
。
同
様
の
こ

と
は
孝
宗
賞
録
倦
九
三
弘
治
七
年
十
月
己
未
の
條
に

　
　

兵
部
覆
奏
。
噌
科
給
事
中
孫
儒
所
陳
民
壮
事
。
…
…
供
於
丁
糧

　
　

相
庖
之
家
。
選
年
力
精
壮
者
以
充
。

と
あ
り
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
一
〇
一
廣
東
五
雷
州
府
「
民
壮
」
に

　
　

嘉
蜻
間
。
改
用
銀
差
。
輪
銀
入
官
招
募
。
今
倶
従
丁
粳
派
徴
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
民
壮
は
壮
‐
敷
が
多
く
、
田
糧
す
な
は
ち
銭
糧
額

の
相
音
大
な
る
戸
内
か
ら
徴
集
さ
れ
た
。
尤
も
地
方
に
よ
っ
て
は
、

一
戸
で
民
壮
の
役
に
音
る
資
力
の
あ
る
家
の
な
い
場
合
に
は
、
倣
戸

が
醵
金
し
て
営
ら
せ
た
如
く
、
天
下
郡
國
利
病
書
巻
二
八
江
南
十
六

　

「
兵
防
考
」
に
は

　
　

機
快
民
壮
者
。
朋
戸
醵
金
而
充
之
者
也
。

と
見
え
て
ゐ
る
。
ま
た
注
意
す
べ
き
は
、
同
書
倦
九
七
廣
東
一
「
民
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壮
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　

軍
戸
隨
田
附
籍
。
亦
復
編
及
。
既
営
軍
役
。
又
充
民
壮
。

　
　

と
あ
り
、
軍
戸
で
も
田
地
を
所
有
す
れ
ば
、
軍
役
の
外
に
、
民
壮
の

　
　

役
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
壮
丁
敷
に
つ
い
て
は
、
孝
宗
賓
録
倦

　
　

一
四
五
弘
治
十
一
年
十
二
月
乙
酉
の
條
に

　
　
　
　

十
年
倉
換
〔
民
壮
〕
之
時
。
本
戸
見
有
壮
丁
十
名
以
上
家
業
富
厚

　
　
　
　

者
。
但
於
本
戸
倉
取
。

　
　

と
あ
り
、
弘
治
十
一
年
に
は
壮
丁
十
名
以
上
の
殷
資
な
戸
か
ら
倉
取

　
　

し
て
ゐ
る
。
こ
の
基
準
は
時
代
に
よ
り
地
方
に
よ
っ
て
異
る
の
で
、

　
　

民
壮
を
多
敷
に
必
要
と
す
る
時
に
は
た
と
ひ
一
家
の
壮
丁
数
が
少
く

　
　

て
屯
徴
収
せ
ら
れ
る
に
至
る
は
営
然
で
あ
ら
う
。
隆
慶
中
、
直
隷
八

　
　

府
で
は
、
張
居
正
の
議
に
従
ひ
、
一
家
三
丁
あ
る
者
は
一
丁
を
徴
収

　
　

し
て
ゐ
る
。
こ
の
民
壮
徴
集
の
基
準
を
査
定
す
る
編
審
は
十
年
に
Ｉ

　
　

回
行
は
れ
た
。
大
明
會
典
巻
一
三
七
に

　
　
　
　

〔
弘
治
〕
十
一
年
。
題
准
。
毎
十
年
。
通
行
査
審
民
壮
一
次
。
中

　
　
　
　

間
但
有
年
老
残
疾
病
故
人
丁
消
乏
。
悉
県
官
換
。

　
　

と
見
ゆ
。
た
と
ひ
編
審
の
時
期
に
至
ら
な
く
て
も
、
年
老
者
・
残
疾

　
　

病
故
者
が
あ
る
と
、
適
宜
倉
換
を
行
っ
た
。
ま
た
長
く
民
壮
の
役
に

4
1
1
、
営
っ
だ
者
も
倉
換
を
許
さ
れ
た
。
孝
宗
資
録
竺
四
五
弘
治
十
一
年

十
二
月
乙
酉
の
條
に
、
民
壮
の
編
審
に
つ
い
て
述
べ

　
　

係
正
統
・
景
泰
・
成
化
初
年
者
。
欲
告
更
替
。
亦
許
貪
換
。

と
見
ゆ
。
つ
ま
り
弘
治
十
一
年
の
頃
に
は
、
六
十
年
か
ら
三
十
年
ぽ

か
り
、
民
壮
の
役
を
つ
と
め
た
戸
は
貪
換
を
許
さ
れ
た
。
尤
も
富
民

に
し
て
代
價
を
政
府
に
納
入
す
る
者
は
、
始
め
か
ら
役
を
免
除
せ
ら

れ
た
。
明
史
倦
九
一
「
民
壮
土
兵
」
弘
治
二
年
、
民
壮
を
愈
取
す
る

法
を
述
べ
た
う
ち
に

　
　

富
民
不
願
。
’
則
上
直
於
官
。
官
自
認
募
。

と
見
え
て
ゐ
る
。
ま
た
前
掲
孝
宗
賓
録
の
記
載
の
績
き
に

　
　

有
仕
宦
子
孫
・
軍
蒔
・
寵
籍
。
量
加
優
免
。

と
あ
り
、
官
吏
・
軍
蒋
・
遣
戸
は
民
壮
の
役
を
免
除
せ
ら
れ
た
。
遣

戸
か
官
吏
や
軍
滸
の
家
と
並
ん
で
民
壮
の
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
は
、

國
家
の
財
政
と
重
要
な
開
係
の
あ
る
竪
の
生
産
に
従
事
し
て
ゐ
た
か

ら
で
、
明
代
墜
業
が
い
か
な
る
役
割
を
果
し
て
ゐ
た
か
、
こ
の
一
黙

か
ら
も
看
取
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
績
文
献
通
考
倦
三
、
萬
暦

十
三
年
三
月
徐
貞
明
の
上
奏
中
に

　
　

旱
潜
則
免
郡
鯨
民
壮
役
。
止
三
月
。

と
あ
り
、
旱
潜
の
際
に
は
民
壮
の
役
馬
免
除
せ
ら
れ
る
こ
と
か
あ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
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と
こ
ろ
で
、
先
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
弘
治
二
年
に
は
、
す
で
に

富
民
の
民
壮
の
役
に
っ
く
を
欲
し
な
い
者
は
、
代
價
を
政
府
に
納
入

し
て
こ
の
役
を
免
除
せ
ら
れ
た
。
こ
の
民
壮
の
役
の
銀
納
化
は
嘉
靖

年
間
に
廣
く
行
は
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

民
壮
は
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
民
兵
と
し
て
、
つ
ま
り
軍
事
訓
練

を
施
し
、
こ
れ
を
軍
人
と
し
て
使
用
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
明

會
典
倦
一
三
七
に

　
　

〔
弘
治
〕
六
年
。
令
官
司
私
役
民
壮
者
。
照
依
私
役
軍
例
問
罪
。

と
あ
り
、
官
司
が
民
壮
を
私
役
す
る
こ
と
を
巌
禁
し
、
も
し
こ
の
禁

例
を
犯
す
者
は
軍
除
を
私
役
す
る
例
に
照
し
て
處
罰
し
た
。
ま
た
同

書
に

　
　

〔
弘
治
〕
十
一
年
。
題
准
。
毎
十
年
。
通
行
査
審
民
壮
一
次
。
・
：

　
　

操
守
城
池
之
外
。
不
許
別
占
。
敢
有
働
前
作
弊
。
照
例
降
参
。

と
あ
り
、
民
壮
は
こ
れ
を
城
池
の
防
守
以
外
に
使
役
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
同
書
に

　
　

〔
嘉
靖
〕
八
年
・
〔
民
壮
〕
止
許
各
守
地
方
。
不
許
司
府
調
集
團
操
。

と
あ
り
ヽ
嘉
靖
八
年
に
は
民
壮
の
防
禦
す
る
匝
域
を
彼
等
の
地
方
、

つ
ま
り
各
自
の
郷
黛
で
あ
る
州
蘇
に
と
ゞ
め
し
め
、
郷
鴬
を
離
れ
、

司
゜
府
に
調
集
團
練
す
る
こ
と
を
禁
じ
乙
ゐ
る
。
尤
も
こ
れ
は
原
則

を
示
し
た
も
の
ら
し
く
、
各
地
の
民
壮
が
國
境
方
面
に
派
遣
せ
ら
れ

て
防
禦
に
営
っ
た
こ
と
は
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
禁
例
に
よ
っ
て
も
分
る
ご
と
く
、
民
壮
は
あ
く
ま
で
も
郷
窯
の

自
衛
と
い
ふ
こ
と
が
立
前
で
あ
っ
た
こ
と
か
了
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら

う
。
雍
正
殊
批
論
旨
倦
五
三
許
容
雍
正
七
年
四
月
十
五
日
の
條
に

　
　

民
壮
一
役
。
原
具
防
護
地
方
而
設
。
州
語
各
官
自
宜
賓
力
奉
行
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
倦
一
二
張
楷
雍
正
三
年
九
月
二
十
日
の
條
に

　
　

定
例
。
各
州
語
額
設
民
壮
五
十
名
。
給
以
工
食
器
械
。
令
不
時

　
　

訓
練
。
以
衛
地
方
。
則
糾
盗
之
責
。
已
有
専
溺
。

と
あ
り
、
清
代
の
民
壮
は
専
ら
盗
賊
緯
捕
に
重
黙
が
お
か
れ
て
ゐ
た

に
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
を
防
護
自
衛
す
る
こ
と
が
民
壮
の

使
命
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
民
壮
は
い
か
な
る
範
囲
に
配
置
さ
れ
て
ゐ
た
か
と
い
ふ

と
、
大
明
會
典
倦
一
三
七
に

　
　

〔
嘉
靖
〕
六
年
。
令
各
處
撫
按
官
。
通
行
各
府
州
語
。
査
照
民
壮

　
　

原
設
之
叡
。
量
鳥
減
革
。
一
Ｉ
一
Ｉ
Ｉ
一
委
佐
貳
官
一
員
管
領
。

と
あ
り
、
府
州
語
に
民
壮
が
配
置
さ
れ
、
佐
貳
官
が
こ
れ
を
管
領
し

て
ゐ
た
。
こ
れ
を
賓
例
に
つ
い
て
見
る
と
、
英
宗
賞
録
倦
一
九
二
景

泰
元
年
五
月
己
酉
に

-48-



　
　
　
　

噌
置
山
西
太
原
・
平
陽
二
府
通
判
。
滓
高
遼
沁
扮
五
州
判
官
各

　
　
　
　

一
員
。
専
督
操
習
民
壮
。

　
　

と
あ
り
、
山
西
の
太
原
・
平
陽
二
府
で
は
通
判
を
、
滞
高
遼
沁
扮
五

　
　

州
で
は
、
夫
々
剣
官
一
員
を
添
設
し
て
、
専
ら
民
壮
の
操
練
を
監
督

　
　

さ
せ
て
ゐ
る
。
ま
た
憲
宗
資
録
倦
二
八
三
成
化
二
十
二
年
十
月
己
丑

　
　

に
は

　
　
　
　

耶
陽
府
所
属
竹
林
・
房
蘇
。
宜
増
設
佐
貳
官
一
員
。
操
練
民
快
。

　
　
　
　

巡
捕
盗
賊
。

　
　

と
見
え
、
耶
陽
府
所
属
の
竹
林
・
房
蒜
に
お
い
て
は
佐
貳
官
一
員
を

　
　

増
設
し
、
民
快
を
操
練
さ
せ
て
ゐ
る
。
民
快
と
は
民
壮
と
快
手
と
を

　
　

い
ふ
。
ま
た
孝
宗
資
録
倦
九
三
弘
治
七
年
十
月
己
未
の
條
に
は
、
民

　
　

壮
の
編
成
法
を
述
べ
た
う
ち
に

　
　
　
　

有
軍
衛
地
方
。
則
撫
民
等
官
半
領
〔
民
壮
〕
。
於
教
場
内
。
呉
軍

　
　
　
　

士
一
１
　
操
練
。

　
　

と
見
え
て
ゐ
る
。
こ
＾
　
ｋ
"
撫
民
官
と
い
ふ
は
撫
民
同
知
・
撫
民
蒜
丞

　
　

な
ど
を
指
す
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
た
清
朝
に
お
い
て
は
民
壮
は
捕
盗

　
　

が
そ
の
重
要
な
任
務
と
な
っ
た
開
係
上
、
捕
盗
同
知
・
典
史
が
民
壮

　
　

を
管
領
し
て
ゐ
る
。
殊
批
論
旨
倦
九
陳
世
個
雍
正
三
年
九
月
十
三
日

4
1
3

　

の
條
に

　
　

其
捕
盗
同
知
以
下
及
典
史
等
。
亦
帯
民
壮
會
巡
。

と
見
え
る
。
ま
た
同
書
倦
五
三
邁
柱
雍
正
五
年
五
月
初
十
日
の
條
に

　
　

該
同
知
（
吉
安
府
）
調
集
民
壮
。
協
撃
〔
犯
罪
拒
捕
者
〕
解
麻
。

と
あ
る
同
知
も
捕
盗
同
知
で
あ
ら
う
。

　

民
壮
は
始
め
は
地
方
を
防
禦
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
府
州

蘇
に
配
置
さ
れ
た
が
、
民
壮
の
鼓
用
が
み
と
め
ら
れ
、
活
動
の
範
圖

が
摘
大
す
る
と
、
訓
練
や
防
衛
の
必
要
上
、
道
単
位
に
も
配
置
さ
れ

る
や
う
に
な
つ
た
ら
し
い
。
安
邱
聡
志
倦
八
「
均
善
銀
差
」
に

　
　

青
州
道
團
操
民
壮
七
十
七
名
。

と
あ
り
、
曲
阜
弱
志
倦
二
に

　
　

折
州
道
團
操
歩
除
民
壮
十
二
名
。

と
あ
り
、
ま
た
宜
興
弱
志
倦
二
に
資
在
教
場
操
演
民
壮
叡
を
述
べ
、

そ
の
内
詳
の
中
に

　
　

兵
備
道
水
兵
一
百
名

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
に
は

　
　

兵
備
道
如
解
太
倉
州
召
募
民
壮
七
十
名
。

と
あ
る
は
、
こ
の
事
賓
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
孝
宗
賓
録
倦
一
五

七
弘
治
十
二
年
十
二
月
己
巳
の
條
に

　
　

添
設
山
東
按
察
司
副
使
一
員
。
常
居
曹
頒
等
州
。
提
督
屯
堡
。

49
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操
習
民
壮
。
緯
捕
盗
賊
。
兼
理
詞
訟
。

と
あ
り
、
按
察
司
副
使
が
曹
浪
な
ど
の
州
に
常
駐
し
て
民
壮
を
操
練

し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
民
壮
は
道
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
ま

た
捕
盗
の
必
要
上
、
鎮
に
も
民
壮
が
配
置
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
安
邱

餌
志
倦
八
「
均
径
銀
差
」
に

　
　

景
芝
鏝
民
壮
四
名

と
あ
る
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。

　

以
上
述
べ
た
ご
と
く
、
民
壮
は
道
府
略
か
ら
鎮
に
至
る
ま
で
配
置

さ
れ
、
主
と
し
て
州
略
官
が
こ
れ
を
管
轄
し
て
ゐ
た
。
こ
の
上
に
は

道
員
・
巡
撫
官
・
巡
按
御
史
な
ど
か
あ
り
、
こ
れ
を
監
督
統
轄
し
て

ゐ
た
。
秀
水
路
志
巻
二
「
兵
政
」
に

　
　

民
壮
之
設
。
…
…
造
冊
申
報
駐
箭
守
巡
兵
海
道
査
考
。
該
略
掌

　
　

印
官
。
不
時
操
練
。
務
期
賞
用
。

と
あ
り
、
孝
宗
賞
録
倦
九
三
弘
治
七
年
十
月
己
未
の
條
に
は
、
民
壮

の
編
成
法
に
つ
い
て
述
べ
た
後
に
、

　
　

巡
按
及
分
巡
等
官
。
各
以
時
簡
閲
。
価
禁
有
司
役
占
責
放
之
弊
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
倦
一
〇
六
弘
治
八
年
十
一
月
甲
申
の
條
に
は

　
　

近
令
各
省
鮎
貧
民
壮
。
…
…
山
峡
泌
方
井
編
貧
已
定
者
及
編
建

　
　

汀
州
絵
州
等
處
。
宜
従
巡
撫
・
兵
備
等
官
。
斟
酌
黙
用
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
大
明
會
典
巻
一
三
七
に
は

　
　

〔
嘉
靖
〕
八
年
。
令
民
壮
人
戸
消
乏
者
。
聴
１
　
該
巡
撫
官
計
處
。

　
　

酌
量
存
減
。

と
あ
る
や
う
に
、
民
壮
の
監
督
及
び
統
轄
に
は
巡
撫
官
・
巡
按
御
史

・
分
巡
官
・
道
遥
な
ど
か
営
つ
て
ゐ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
民
壮
は
軍
事
訓
練
や
、
こ
れ
を
討
伐
に
使
用
す
る
際

に
は
、
文
官
の
州
鯨
官
が
こ
れ
を
指
揮
訓
練
す
る
こ
と
は
む
づ
か
し

い
。
そ
こ
で
そ
の
管
轄
が
軍
官
に
委
任
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
天
下

郡
國
利
病
書
巻
九
七
廣
東
一
「
兵
事
」
に

　
　

廣
東
海
康
劈
民
康
子
汪
。
聚
衆
流
劫
。
拒
敵
官
軍
。
巡
撫
倣
都

　
　

御
史
葉
盛
。
委
雷
州
衛
鎮
撫
顧
雲
。
率
軍
折
民
壮
千
人
捕
之
。

と
あ
り
、
叛
胤
の
鎮
定
の
た
め
に
、
巡
撫
官
は
軍
官
に
民
壮
の
指
揮

権
を
委
任
し
て
ゐ
る
。
ま
た
憲
宗
賞
録
倦
二
五
三
欧
化
二
十
年
六
月

甲
子
に

　
　

分
守
靖
州
左
參
蒔
都
指
揮
有
事
孟
英
。
於
武
岡
州
。
集
民
壮
操

　
　

備
。

と
あ
り
、
武
官
か
民
壮
を
集
め
て
操
備
し
て
ゐ
る
。
ま
た
天
下
郡
國

利
病
書
倦
一
〇
一
廣
東
五
雷
州
府
「
民
壮
」
に

　
　

三
脈
（
雷
州
府
）
民
壮
計
七
百
有
奇
。
分
領
以
總
小
甲
。
統
以
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有
官
。

と
あ
り
、
哨
巡
官
が
民
比
を
統
率
し
て
み
る
。

　

な
ほ
注
意
す
べ
き
は
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
四
二
山
東
「
巣
安
蘇
」

に

　
　

塘
頭
泰
添
義
民
。
率
領
民
壮
。
輿
百
戸
協
守
。

　
　

馬
市
添
義
民
。
率
保
甲
鎗
手
巡
守
。

と
あ
り
、
同
書
「
壽
光
蘇
」
に

　
　

擁
徒
之
路
。
義
民
領
民
壮
・
鎗
手
。
協
同
廣
陵
銀
巡
検
兵
防
守
。

　
　

官
毫
場
在
蒜
北
八
十
里
。
産
藤
。
義
民
領
民
壮
・
鎗
手
守
之
。

と
あ
る
や
う
に
、
義
民
が
民
壮
を
率
領
し
て
巡
守
に
営
っ
て
ゐ
る
。

同
書
「
蒙
陰
蘇
」
に
は

　
　

泰
子
黄
庄
通
大
王
荘
。
多
盗
。
委
義
民
官
。
在
案
子
守
之
。
ヽ

　
　

坦
埠
覆
審
。
係
芭
州
援
徒
要
路
。
委
義
民
官
。
住
案
守
之
。

と
見
え
る
か
ら
、
義
民
は
義
民
官
の
略
で
あ
ら
う
。
義
民
官
と
は
地

方
の
豪
紳
が
自
ら
義
勇
的
に
進
み
出
て
、
民
壮
等
を
率
領
し
て
政
府

の
治
安
維
持
に
協
力
し
た
の
で
、
肩
書
を
呉
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
こ
れ
と
同
じ
性
質
の
も
の
に
義
勇
官
が
あ
っ
た
こ
と
は
同
書
の

各
處
に
散
見
し
て
ゐ
る
。

　

因
み
に
清
代
に
お
い
て
は
、
民
壮
の
職
務
は
軍
除
か
ら
警
察
に
そ

２ら
れ
た
。
殊
批
論
旨
巻
三
一
田
文
鏡
雍
正
七
年
正
月
二
十
九
日
の
條

に
は

　
　

巡
察
一
官
。
稽
査
保
甲
。
黙
瞼
民
壮
。
盤
察
騨
馬
。
乃
其
専
責
。

と
見
え
て
ゐ
る
。

　

以
上
に
お
い
て
民
壮
の
編
成
法
と
配
置
並
び
に
統
轄
開
係
に
つ
い

て
明
ら
か
心
し
ぺ
か
や
う
に
し
て
編
成
せ
ら
れ
た
民
壮
は
役
所
に

徴
集
せ
ら
れ
て
軍
事
訓
練
を
ウ
け
、
警
急
が
あ
る
と
武
器
を
と
っ
て

征
討
に
向
ふ
。
民
壮
の
軍
事
訓
練
に
つ
い
て
は
、
孝
宗
賓
録
倦
九
三

弘
治
七
年
十
月
己
未
に

　
　

有
軍
衛
地
方
。
則
撫
民
等
官
率
領
。
於
教
場
内
。
典
軍
士
一
咬

　
　

操
練
。
無
軍
衛
處
。
則
別
置
教
場
。

と
見
え
、
軍
衛
あ
る
地
方
で
は
撫
民
官
が
、
練
兵
場
で
軍
士
と
と
も

に
訓
練
し
、
軍
衛
な
き
と
こ
ろ
で
は
、
別
に
練
兵
場
を
設
置
し
た
。

ま
た
天
下
郡
國
利
病
書
倦
八
二
江
西
四
「
歴
代
法
令
」
に
は

　
　

〔
正
統
十
年
〕
賊
首
王
能
等
三
十
五
人
廳
命
。
…
…
…
以
充
快
手
。

　
　

協
同
六
蒜
民
社
。
於
永
豊
横
山
頭
。
設
教
場
。
以
時
操
閲
。

と
あ
り
、
民
壮
は
ま
た
快
手
な
ど
と
一
緒
に
訓
練
を
う
け
た
。
な
ほ

通
詞
・
判
官
な
ど
の
佐
貳
官
が
、
民
壮
を
管
領
訓
練
し
た
こ
と
は
、
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先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
最
初
民
壮
が
招
募
せ
ら
れ
た
時
に
は
、

　
　

野
獲
編
補
遺
倦
三
「
土
兵
民
壮
」
に

　
　
　
　

今
内
地
所
謂
民
壮
者
。
始
於
正
統
己
巳
之
愛
。
●
一
Ｉ
ｅ
ｔ
ｅ
初
招
募
時
。

　
　
　
　

…
…
地
方
有
司
。
春
秋
訓
練
。
遇
１
　
調
用
。

　
　

と
あ
り
、
民
壮
は
僅
か
春
秋
に
訓
練
を
う
け
、
警
急
あ
る
時
に
の
み

　
　

調
用
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
民
壮
が
大
幅
に
使
用
せ
ら
れ
る
や
う
に
な

　
　

る
と
、
訓
練
の
回
敷
も
多
く
な
り
、
調
用
の
期
間
も
長
く
な
っ
た
上

　
　

に
、
調
用
の
方
法
が
輪
班
制
に
な
り
、
組
織
化
さ
れ
た
。
湧
瞳
小
品

　
　

倦
コ
ー
「
民
壮
」
に
、
民
壮
の
調
集
に
つ
い
て
述
べ

　
　
　
　

弘
治
間
。
…
…
…
春
夏
秋
毎
月
操
二
次
。
至
參
操
二
（
五
？
）
歌

　
　
　
　

三
。
遇
警
調
集
。

　
　

と
あ
り
、
弘
治
年
間
に
至
る
と
、
四
季
を
通
じ
て
調
集
さ
れ
訓
練
を

　
　

う
け
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
・
か
民
壮
は
殆
ん
と
全
部
が
農
民
で
あ
る
。
農

　
　

繁
期
に
徴
集
さ
れ
る
と
、
著
し
く
農
事
を
妨
げ
る
。
そ
こ
で
、
大
明

　
　

會
典
倦
一
三
七
に

　
　
　
　

〔
嘉
靖
〕
六
年
。
令
１
　
處
撫
按
官
。
通
行
各
府
州
蒜
。
査
照
民
壮

　
　
　
　

原
設
之
数
。
量
具
減
革
。
共
存
留
者
。
分
篤
上
下
痢
班
。
一
班

　
　
　
　

務
農
。
一
班
操
練
武
藤
。
委
佐
貳
官
一
員
管
領
。
若
有
重
大
賊

　
　
　
　

情
。
方
許
通
調
。
候
事
寧
。
働
前
輪
班
。
違
者
罪
之
。

と
あ
る
や
う
に
、
嘉
靖
六
年
に
な
る
と
、
民
壮
叡
を
減
少
し
た
上
に
、

重
大
な
事
件
で
も
な
い
限
り
、
二
班
に
分
ち
、
一
班
は
農
事
に
っ
と

め
一
班
が
操
練
を
う
け
、
輪
班
制
を
採
用
し
て
ゐ
る
。
さ
ら
に
嘉
靖

八
年
に
な
る
と
、
同
書
に

　
　

八
年
。
…
…
見
在
民
壮
。
…
…
栗
ｙ
月
農
隙
。
如
法
操
練
。
止
許

　
　

各
守
地
方
。
不
許
司
府
調
集
團
操
。
其
他
見
操
月
分
。
不
許
稽

　
　

留
在
官
。
以
妨
民
事
。

と
あ
り
、
民
壮
の
操
練
の
期
間
を
參
月
の
農
隙
に
限
り
、
農
事
を
妨

げ
る
こ
と
を
極
力
警
戒
し
て
ゐ
る
。
民
壮
の
調
集
訓
練
の
期
間
は
こ

の
記
載
か
ら
も
分
る
や
う
に
、
各
月
っ
ま
旦
二
箇
月
位
で
あ
っ
た
や

う
で
あ
る
。
明
史
倦
九
一
「
民
兵
」
に
、
隆
慶
中
、
張
居
正
が
民
兵

の
編
成
を
述
べ

　
　

隷
撫
艮
操
練
。
無
過
三
月
。
月
無
過
三
次
。
練
畢
印
令
婦
長
。

　
　

復
其
身
。
歳
操
外
。
不
得
別
遣
。

と
あ
り
、
歳
操
期
間
を
三
澗
月
以
内
と
し
て
ゐ
る
。

　

な
ほ
輪
班
制
屯
地
方
の
状
況
に
よ
り
、
異
っ
て
ゐ
た
。
い
ま
述
べ

た
や
う
に
、
嘉
靖
六
年
に
は
民
壮
を
二
班
に
分
っ
た
が
、
孝
宗
資
録

倦
一
四
九
弘
治
十
二
年
四
月
戊
戌
の
條
に
は

　
　

初
正
統
「
こ
巳
之
便
。
護
山
西
平
１
　
諸
府
民
壮
九
干
。
分
往
代
州
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三
開
操
守
。
事
寧
放
回
本
城
操
備
。
後
或
調
或
放
。
至
弘
治
六

　
　

年
。
始
焉
三
班
。
赴
泌
防
参
。

と
あ
り
、
山
西
北
方
の
代
州
三
関
防
參
の
民
壮
は
三
班
に
分
っ
て
ゐ

る
。
ま
た
同
書
倦
一
八
八
弘
治
十
五
年
六
月
甲
辰
の
條
に
は

　
　

兵
部
覆
奏
。
大
理
寺
右
寺
丞
臭
一
貫
所
言
。
寛
民
壮
事
。
請
分

　
　

班
次
。
以
節
其
力
。
…
…
事
簡
盗
稀
之
處
。
則
一
年
分
焉
四
班
。

　
　

蘇
大
盗
多
之
處
。
分
具
二
班
。

と
あ
り
、
事
件
が
少
く
盗
賊
の
稀
な
地
方
は
四
班
に
分
ち
、
蘇
が
大

き
く
盗
賊
の
多
い
地
方
は
二
班
に
分
っ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
、
一
定
敷

の
民
壮
を
班
敷
を
多
く
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
民
壮
の
負
撥
が
軽
減
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
や
う
に
民
壮
の
負
鐙
を
軽
く
し
よ
う
と
、
考

慮
が
彿
は
れ
た
の
ぽ
、
民
壮
が
主
と
し
て
農
民
で
あ
り
、
調
集
に
よ

っ
て
農
事
が
大
い
に
妨
害
さ
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
ｘ
か
ら
一

方
で
は
調
集
し
た
民
壮
に
對
す
る
諸
種
の
反
對
給
付
、
つ
ま
り
税
役

の
上
で
減
冤
か
施
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
民
壮
の
役
が
齢
程
苦

し
か
っ
た
と
見
え
て
、
逃
亡
す
る
者
奄
出
で
、
こ
ｘ
か
ら
民
壮
が
銀

納
化
さ
れ
、
逐
に
は
衛
役
化
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

四
’
民
壮
の
荷
役
化

　

先
に
も
引
用
し
た
が
、
大
明
會
典
倦
一
三
七
に

　
　

天
順
元
年
・
令
召
募
民
壮
・
鞍
馬
器
械
。
１
　
従
官
給
・
本
戸
有

　
　

糧
。
典
免
五
石
。
働
免
戸
下
二
丁
。
以
資
供
給
。

と
あ
り
、
績
文
献
通
考
倦
一
七
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
？

　
　

景
泰
元
年
。
令
各
處
操
備
民
壮
戸
内
。
毎
名
免
三
丁
雑
乏
差
役
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
に

　
　

〔
嘉
靖
〕
二
十
九
年
九
月
。
令
抽
取
各
處
有
馬
民
壮
。
倶
冤
本
家

　
　

握
役
二
丁
。
以
示
優
邱
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
孝
宗
賓
録
倦
九
三
弘
治
七
年
十
月
己
未
の
條
に
、

民
壮
の
優
愉
に
つ
い
て
述
べ

　
　

毎
名
冤
戸
下
二
丁
裸
役
。

と
見
え
る
。
以
上
の
記
載
に
よ
っ
て
、
民
壮
は
軍
器
・
鞍
馬
を
官
か

ら
支
給
さ
れ
た
外
、
鉄
糧
五
石
と
雑
役
二
丁
と
を
冤
除
せ
ら
れ
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
な
ほ
銭
糧
は
４
　
と
處
と
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
っ
た

ら
し
く
、
同
書
巻
一
七
八
弘
治
十
四
年
八
月
壬
申
の
條
に

　
　

大
同
西
路
威
遠
衛
。
天
順
間
。
以
山
西
民
壮
三
千
人
両
班
赴
操

　
　

防
參
。
人
冤
戸
根
七
石
丁
二
人
供
貼
。
月
支
行
粧
四
斗
五
升
。

と
あ
り
、
天
順
の
間
、
大
同
の
威
遠
衛
防
參
の
山
西
の
民
壮
は
銭
糧

七
石
を
冤
除
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
尤
も
銭
糧
と
雑
役
と
を
免
徐
す
る
の
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は
原
則
で
あ
っ
て
、
た
だ
雑
役
だ
け
を
免
除
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ

　
　

た
。
同
書
巻
一
九
八
弘
治
十
六
年
四
月
庚
子
の
條
に

　
　
　
　

巡
撫
山
西
都
御
史
魏
紳
言
。
太
原
民
壮
。
備
禦
大
同
威
遠
者
。

　
　
　
　

原
編
院
時
。
止
冤
雑
差
。
無
免
糧
例
。

　
　

と
見
え
て
ゐ
る
。
な
ほ
前
掲
の
史
料
に
よ
っ
て
も
分
る
ご
と
く
、
民

　
　

壮
が
隣
境
防
衛
に
赴
く
時
に
は
行
糧
が
支
給
せ
ら
れ
た
。
行
糧
に
っ

　
　

い
て
は
同
書
巻
九
三
弘
治
七
年
十
月
己
未
の
條
に

　
　
　
　

兵
部
覆
奏
。
澄
科
給
事
中
孫
嬬
所
陳
民
壮
事
。
…
…
如
郊
封
有

　
　
　
　

警
。
許
更
調
庖
援
。
給
以
行
憤
。

　
　

と
あ
り
、
ま
た
英
宗
資
録
倦
一
九
六
景
泰
元
年
九
月
己
酉
の
條
に

　
　
　
　

増
給
操
備
守
開
民
壮
行
根
四
斗
。

　
　

と
あ
る
。
行
糧
四
斗
を
増
給
す
る
と
は
、
こ
れ
ま
で
四
斗
に
満
た
な

　
　

か
っ
た
も
の
を
暦
し
て
四
斗
を
支
給
し
た
意
で
あ
る
。
印
ち
、
隣
境

　
　

警
備
の
民
壮
に
は
、
毎
月
四
斗
か
ら
四
斗
半
の
行
糧
か
支
給
せ
ら
れ

　
　

た
こ
と
が
分
る
。

　
　
　

以
上
の
や
う
に
、
民
壮
に
對
し
て
は
諸
種
の
優
懐
方
法
が
講
ぜ
ら

　
　

れ
て
ゐ
た
が
、
先
に
も
指
摘
し
た
や
う
に
、
民
壮
は
殆
ん
と
全
部
か

　
　

農
民
で
あ
る
。
徴
集
を
う
け
る
と
著
し
く
農
事
を
妨
げ
る
の
み
な
ら

　
　

す
、
郷
土
防
衛
か
ら
更
に
進
ん
で
國
境
の
防
衛
に
派
遣
せ
ら
れ
る
と
、

そ
の
笏
苦
か
甚
だ
し
い
。
そ
の
上
、
生
命
に
も
危
瞼
が
あ
る
。
こ
と

に
宋
代
以
後
の
近
世
祀
會
に
お
い
て
は
一
般
民
衆
は
軍
人
を
蔑
覗
し

た
。
最
初
民
壮
が
徴
集
せ
ら
れ
た
時
に
は
、
官
原
の
中
に
も
隨
分
反

對
が
あ
っ
た
が
、
非
常
時
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
断
行
し
て
遂
に

永
制
と
な
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
支
給
せ
ら

る
べ
き
行
糧
も
官
吏
が
着
服
し
て
支
給
せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。

ま
た
國
家
の
財
政
が
窮
乏
す
る
と
、
民
壮
に
對
す
る
糧
儲
も
節
減
せ

ら
れ
作
。
か
う
い
ふ
こ
と
か
ら
民
壮
が
逃
亡
を
始
め
た
。
先
に
も
引

用
し
た
が
、
孝
宗
賞
録
倦
一
七
八
弘
治
十
四
年
八
月
壬
申
の
條
に
は

次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。

　
　

大
同
西
路
威
遠
衛
。
天
順
間
。
以
山
西
民
壮
三
千
人
。
雨
班
赴

　
　

操
防
参
。
人
見
戸
狼
七
石
丁
二
人
供
貼
。
月
支
行
根
四
斗
五
升
。

　
　

至
是
。
歳
久
処
亡
過
半
。
而
官
吏
冒
支
其
粧
如
故
。
計
其
歳
免

　
　

田
粧
丁
井
行
根
之
費
。
無
慮
叡
萬
。

ま
た
民
壮
が
役
所
に
徴
集
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
、
官
吏
や
書
吏
或
ひ
は

軍
官
か
ら
賄
賂
を
要
求
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
庖
じ
な
い

と
酷
使
さ
れ
た
り
、
時
に
は
は
づ
か
し
め
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た

で
あ
ら
う
。
ま
た
同
書
倦
一
〇
六
弘
治
八
年
十
一
月
甲
中
の
條
に

　
　

近
令
各
省
黙
貧
民
壮
。
而
吏
責
具
姦
。
民
心
愁
怨
。

-
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と
あ
り
、
民
壮
を
露
取
す
る
際
に
は
、
書
吏
が
色
々
と
悪
事
を
働
き
、

　
　

不
公
平
な
こ
と
を
や
っ
た
。
ま
た
天
下
郡
國
利
病
書
倦
九
七
廣
東
一

　
　
　

「
民
壮
」
に

　
　
　
　

在
管
堡
諸
路
官
司
。
多
受
賄
責
問
。
有
一
人
而
包
営
数
役
者
矣
。

　
　

と
あ
り
、
管
堡
や
諸
路
の
官
司
で
は
、
賄
を
う
け
て
責
放
し
、
一
人

　
　

に
し
て
敷
役
を
ひ
き
う
け
る
者
も
あ
っ
た
。
ま
た
英
宗
賞
録
倦
一
九

　
　

九
景
泰
元
年
十
二
月
己
卯
に

　
　
　
　

有
報
効
民
壮
。
偽
造
兵
部
職
方
司
印
。
詐
傅
詔
旨
。
責
放
民
壮
。

　
　

と
あ
り
、
民
壮
の
う
ち
に
は
鶴
印
を
造
り
、
詔
旨
を
詐
傅
し
て
民
壮

　
　

を
責
放
し
、
賄
賂
を
貪
ら
ん
と
す
る
者
も
出
て
爽
て
ゐ
る
。
こ
の
や

　
　

う
な
事
情
か
ら
、
先
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
早
く
か
ら
富
民
は
銀
を

　
　

政
府
に
納
め
て
、
民
壮
の
役
を
冤
除
せ
ら
れ
た
。

　
　
　

一
方
政
府
の
方
で
も
、
中
央
財
政
と
く
に
軍
費
が
鋏
乏
す
る
と
、

　
　

そ
の
財
源
を
民
壮
に
求
め
た
。
こ
ｘ
か
ら
民
壮
の
銀
納
化
か
一
般
化

　
　

し
た
や
う
で
あ
る
。
先
に
も
引
用
し
た
が
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
一

　
　

〇
一
廣
東
五
雷
州
府
「
民
壮
」
に

　
　
　
　

民
壮
…
…
一
昔
靖
間
。
改
用
銀
差
。
輪
銀
入
官
招
募
。

　
　

と
あ
り
、
民
壮
の
銀
納
化
は
、
嘉
靖
年
間
に
施
行
せ
ら
れ
た
。
尤
も

4
1
9

　

こ
れ
よ
り
前
に
も
、
一
部
で
は
軍
費
を
補
充
す
る
た
め
に
、
民
壮
の

役
を
冤
除
し
て
、
代
り
に
銀
を
徴
収
す
る
こ
と
か
屡
々
行
は
れ
て
ゐ

た
。
孝
宗
食
録
倦
一
二
六
弘
治
十
年
七
月
乙
卯
の
條
に

　
　

共
（
山
西
）
民
壮
。
轟
截
放
冤
。
毎
名
歳
納
銀
二
雨
於
官
。
類

　
　

解
山
西
行
都
司
収
貯
。
以
備
買
馬
之
用
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
倦
一
四
九
弘
治
十
二
年
四
月
戊
戌
の
條
に

　
　

働
放
回
〔
山
西
平
陽
諸
府
民
壮
〕
務
農
。
毎
人
月
喩
銀
三
分
。
類

　
　

解
布
政
司
。
以
助
泌
軍
買
馬
之
用
。

と
見
え
る
や
う
に
、
民
壮
の
役
を
冤
除
し
、
そ
の
銀
を
以
て
買
馬
の

頁
に
充
営
し
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
に
、
民
壮
免
除
の
銀
を
以
て
軍
費

を
補
助
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る

が
、
嘉
靖
年
間
以
後
、
倭
寇
や
蒙
古
民
族
・
満
洲
民
族
の
侵
寇
が
激

化
し
、
財
政
が
窮
乏
す
る
と
共
に
、
民
壮
の
役
の
銀
納
化
か
一
般
化

し
、
そ
の
う
ち
の
若
干
が
軍
餉
銀
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
こ
と
。
χ
な

っ
た
。
宜
興
語
志
巻
四
「
均
僑
」
に

　
　

民
壮
工
食
抵
充
軍
餉
銀

　

三
百
六
十
雨
。

と
あ
り
、
青
浦
語
志
倦
二
「
均
径
」
に

　
　

拍
減
民
壮
工
食
抵
充
英
泌
兵
餉
銀

　

三
百
四
十
二
雨
。

と
あ
り
、
ま
た
英
語
志
倦
七
「
均
栃
」
に

　
　

戸
部
済
泌
和
解
民
壮
役
銀

　

五
百
四
十
九
雨
。
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4
2
0

　

と
見
え
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
な
ほ
こ
れ
ら
の
兵
餉
銀
が
軍
に
民
壮

　
　

充
餉
銀
と
梧
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
温
州
府
志
倦
五
「
歳
径
」
・
開
化
弱

　
　

志
巻
三
「
兵
餉
≒
上
虞
絲
志
倦
八
「
軍
餉
」
な
ど
に
見
え
、
充
餉
民

　
　

壮
銀
と
屯
い
は
れ
た
こ
と
は
秀
水
弱
志
倦
三
「
均
善
」
に
見
え
て
ゐ

　
　

る
。
こ
の
民
壮
充
餉
銀
は
、
例
へ
ば
上
虞
聡
志
倦
八
「
軍
餉
」
に

　
　
　
　

民
壮
充
餉
銀
五
百
八
十
六
両
三
銭
八
分
。

　
　
　
　

民
壮
貴
役
一
百
名
。
毎
名
銀
六
両
。
又
盟
捕
捌
名
。
毎
名
銀
七

　
　
　
　

雨
二
銭
。
共
一
百
八
名
。
通
共
銀
六
百
五
十
七
両
六
鏡
。
遇
閏

　
　
　
　

照
加
。

　
　

と
あ
る
や
う
に
、
明
代
の
地
方
志
で
は
常
に
民
壮
貴
役
と
相
並
ん
で

　
　

記
さ
れ
て
ゐ
る
。
民
壮
貴
役
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
賞
際
に
民
壮

　
　

の
役
に
っ
く
者
の
謂
で
あ
る
が
、
嘉
靖
以
後
、
民
壮
の
役
は
銀
納
化

　
　

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
民
壮
賓
役
も
た
ゞ
役
所
で
必
要
な
民
壮
額
叡
を

　
　

示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
額
叡
に
よ
っ
て
人
民
か
ら
銀
を
徴

　
　

収
し
た
上
で
、
さ
ら
に
希
望
者
を
徴
募
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對

　
　

し
て
、
民
壮
充
餉
銀
は
あ
る
時
期
の
民
壮
額
叡
の
う
ち
、
何
割
か
を

　
　

銀
納
化
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
専
ら
兵
餉
を
援
助
す
る
た
め
に
徴
収
せ

　
　

ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
明
末
ま
で
制
度
化
し
て
徽
績
し
た
や
う
で

　
　

あ
る
・
こ
の
民
壮
の
役
の
代
檻
銀
が
民
壮
均
吝
銀
と
い
は
れ
た
こ
と

は
、
節
姚
蒜
志
有
一
〇
「
額
派
糧
則
」
の
項
に
見
久
て
ゐ
る
。
ま
た

民
壮
の
銀
納
化
以
後
の
記
載
が
、
明
代
地
方
志
の
均
栃
の
項
に
存
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
間
の
事
情
が
諒
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

な
ほ
こ
の
銀
の
徴
収
に
闘
し
て
は
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
九
七
廣
東

一
「
民
壮
」
に

　
　

設
民
壮
頭
領
。
例
以
丁
田
居
上
者
。
總
其
事
。
而
自
行
征
収
。

　
　

有
不
能
斂
者
。
賠
征
充
焉
。
老
吏
黙
骨
。
毎
縁
錫
奸
。
法
久
稲

　
　

弊
。
議
者
欲
隨
狼
帯
征
。

と
あ
り
、
民
壮
頭
領
な
る
者
が
あ
っ
て
こ
れ
を
掌
っ
て
ゐ
た
。
人
丁

銭
糧
の
多
い
者
が
こ
れ
に
営
り
、
も
し
徴
収
し
え
な
い
場
合
に
は
自

腹
を
切
っ
て
辨
償
し
た
。
ま
た
徴
収
し
た
銀
を
役
所
に
、
納
付
す
る

際
に
は
、
青
吏
か
賄
賂
を
貪
っ
た
ら
し
く
、
久
し
く
弊
害
と
な
っ
て

ゐ
た
の
で
、
銭
糧
と
と
も
に
帯
徴
せ
ん
と
す
る
議
論
か
出
て
ゐ
た
。

　

以
上
に
お
い
て
、
民
壮
の
役
が
銀
納
化
し
た
事
情
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
民
壮
の
役
が
銀
納
化
さ
れ
る
と
、
府
州
蘇
な
ど
で
差
役
に
必

要
と
す
る
民
壮
は
、
こ
の
銀
を
以
て
希
望
者
を
招
募
し
て
使
用
し
た
。

こ
れ
が
聴
差
民
壮
と
い
は
れ
た
こ
と
は
、
寧
波
府
志
倦
一
三
「
民
兵
」

に
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
民
壮
に
は
工
食
銀
が
支
給
せ
ら
れ
た
。

こ
の
額
は
時
と
處
と
に
よ
っ
て
異
っ
て
ゐ
る
。
同
じ
場
所
で
も
そ
の
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役
目
に
よ
っ
て
額
が
異
っ
て
ゐ
た
。
例
へ
ば
、
萬
暦
の
頃
、
温
州
府

　
　

巣
清
語
で
は
、
同
じ
民
壮
で
も
工
食
銀
毎
名
七
則
の
者
と
四
雨
八
銭

　
　

の
者
と
か
あ
り
、
巡
盛
民
壮
や
捕
盗
護
捕
は
七
第
二
銭
を
支
給
せ
ら

　
　

れ
て
ゐ
た
。
上
虞
懸
で
は
工
食
銀
毎
名
六
雨
、
巡
盛
民
壮
は
七
雨
二

　
　

銭
を
支
給
し
て
ゐ
作
。
徐
姚
語
で
は
全
く
上
虞
語
と
同
額
で
あ
っ
加
。

　
　

ま
た
安
邱
語
志
巻
八
「
均
善
銀
差
」
に
よ
る
と
、
青
州
道
團
操
民
壮

　
　

に
は
十
雨
八
銭
を
、
景
芝
鎮
民
壮
・
守
城
民
壮
に
は
八
雨
を
支
給
し

　
　

て
ゐ
る
。
ま
た
曲
阜
語
の
守
城
民
壮
に
は
毎
名
工
食
銀
七
雨
二
銭
を

　
　

支
給
し
て
ゐ
る
。
ま
た
宜
興
語
志
倦
四
「
檻
役
」
に
よ
れ
ば
、
四
・

　
　

七
・
九
欲
巡
船
民
壮
や
巡
盛
民
壮
は
各
々
十
雨
八
銭
、
看
庫
民
壮
に

　
　

は
九
則
を
支
給
し
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
に
、
民
壮
に
は
約
五
則
か
ら

　
　

十
両
に
至
る
工
食
銀
が
支
給
せ
ら
れ
た
。

　
　
　

な
ほ
曲
阜
語
志
倦
二
「
均
善
」
に

　
　
　
　

守
城
民
壮
四
十
五
名
。
毎
名
工
食
銀
七
雨
二
銭
。
器
甲
銀
八
銭
。

　
　
　
　

共
銀
三
百
六
十
則
。

　
　

と
あ
り
、
同
書
に
は
さ
ら
に

　
　
　
　

折
州
道
團
操
歩
除
民
壮
十
二
名
。
毎
名
工
食
器
甲
銀
十
一
両
三

　
　
　
　

銭
。
共
銀
一
百
三
十
五
雨
六
銭
。

4
2
1

　

と
あ
り
、
或
ひ
は
英
語
志
倦
七
「
均
善
」
に

　
　

巡
盟
民
壮
二
十
名
。
工
食
船
械
共
銀
二
百
陽
。

と
あ
れ
ば
、
民
壮
に
は
工
食
銀
の
外
、
器
甲
銀
・
船
械
銀
の
名
目
で

約
一
雨
の
兵
器
費
が
支
給
せ
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
注
意

す
べ
き
は
、
寧
波
府
志
倦
一
三
「
民
兵
」
郵
餌
の
條
に

　
　

今
編
聴
差
民
壮
二
百
名
。
毎
名
工
食
銀
七
陽
二
銭
。
内
除
器
械

　
　

銀
一
雨
二
鏡
解
府
。
賞
給
銀
六
陽
。

と
あ
り
、
郵
餌
に
お
け
る
民
壮
の
工
食
銀
七
陽
二
鎖
の
う
ち
に
は
、

器
械
銀
を
含
ん
で
を
り
、
こ
れ
は
寧
波
府
に
解
遼
さ
れ
て
流
用
さ
れ
、

賓
際
支
給
せ
ら
れ
る
工
食
銀
は
六
陽
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
例
か

　

一
‘

ら
推
察
す
る
と
、
前
掲
の
民
壮
工
食
銀
の
う
ち
に
は
器
械
銀
を
含
む

　

5
7

も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
・
従
っ
士
民
壮
が
責
際
に
受
領
す
る
工
食

　

一

銀
は
更
に
少
か
っ
た
も
の
と
考
へ
る
。

　

次
に
民
壮
は
盗
賊
を
捕
縛
し
、
討
伐
す
る
こ
と
か
重
要
な
任
務
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
際
、
功
笏
が
あ
れ
ぼ
賞
貝
を
呉
へ
ら
れ
る
こ
と
は

い
ふ
ま
で
も
な
い
。
績
文
献
通
考
倦
二
三
正
統
十
四
年
二
月
に

　
　

従
寂
都
御
史
陳
詔
’
言
、
以
浙
江
處
州
銀
課
二
萬
五
千
二
百
陽
。

　
　

印
留
本
處
。
賞
給
有
功
民
快
人
等
。

と
あ
り
、
天
下
郡
國
利
病
書
倦
一
〇
三
廣
東
七
「
嗣
猿
」
に
は

　
　

天
順
九
年
三
月
。
賞
新
會
餌
斗
剛
等
處
官
軍
民
壮
人
等
一
千
四
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百
七
人
。
彩
幣
表
裏
布
絹
妙
錠
。
以
本
地
殺
賊
有
功
也
。

と
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
い
づ
れ
も
銀
納
化
以
前
の
も
の

で
あ
る
が
、
民
壮
の
役
が
銀
納
招
募
に
な
っ
た
後
も
同
様
で
あ
っ
た
。

上
虞
絲
志
倦
八
「
均
昼
」
に

　
　

巡
隠
感
捕
八
名
。
于
民
壮
内
男
編
。
毎
名
除
工
食
七
雨
二
銭
外
。

　
　

給
賞
藤
課
銀
九
雨
五
銭
七
分
六
麓
。
共
銀
七
十
六
両
六
銭
八
屋
。

と
あ
り
、
秀
水
蒜
志
巻
三
「
均
昼
」
に

　
　

巡
竪
庖
捕
十
名
。
於
民
壮
内
總
編
。
毎
名
除
工
食
銀
七
雨
二
銭

　
　

外
。
賓
給
賞
隠
課
銀
十
両
五
銭
六
分
。
共
銀
一
百
五
両
六
銭
。

と
あ
り
、
ま
た
除
姚
脈
志
倦
一
〇
「
均
径
銀
」
に

　
　

巡
捕
（
験
？
）
庖
捕
八
名
。
除
給
工
食
外
。
男
給
賞
隠
課
銀
毎
名

　
　

九
両
五
銭
七
分
六
壁
。

と
あ
る
や
う
に
、
巡
隠
庖
捕
す
な
は
ち
巡
盟
民
壮
に
は
、
工
食
銀
の

外
、
賞
銀
を
支
給
し
て
ゐ
る
。
こ
＾
で
注
意
せ
ら
れ
る
の
は
、
賞
銀

の
額
が
大
陸
十
雨
前
後
に
一
定
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
巡

藤
民
壮
の
捕
獲
す
べ
き
私
隠
や
私
販
人
の
額
、
つ
ま
り
ノ
ル
マ
か
呉

へ
ら
れ
て
を
り
、
そ
の
ノ
ル
マ
に
對
し
て
賞
銀
が
典
へ
ら
れ
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
推
量
せ
し
め
る
も
の
は
寧
波
府
志
倦

一
二
の
次
の
記
載
で
あ
る
。

　
　

寧
波
衛
巡
端
居
捕
。
二
十
名
。
毎
月
額
感
六
百
斤
。
船
犯
無
限
。

額
匯
と
は
い
ふ
ま
で
屯
な
く
、
巡
感
感
捕
が
毎
月
捕
獲
す
べ
き
私
噛

の
額
で
あ
る
。
同
書
に
は
績
い
て

　
　

鄙
巡
幽
居
捕
十
名
。
毎
名
毎
月
。
限
獲
私
感
三
百
四
十
斤
。
共

　
　

該
感
三
千
四
百
斤
。
端
船
一
隻
。
人
犯
一
名
。
無
獲
罰
銀
若
干
。

慈
鶏
巡
座
礁
捕
十
名
。
毎
名
（
二
字
行
？
）
毎
月
限
獲
私
噛
二
千
六

百
斤
。
船
一
隻
。
人
犯
一
名
。

奉
化
巡
座
態
捕
八
名
。
毎
月
限
獲
私
盟
二
千
六
百
斤
。
船
一
隻
。
一

　
　

人
犯
無
限
。
…
…

　
　

定
海
衛
巡
藤
護
捕
二
十
名
。
毎
月
限
獲
私
藤
一
千
四
百
斤
。
船

　
　

一
隻
。
人
犯
一
名
。
…
…

　
　

象
山
巡
擁
態
捕
八
名
。
毎
月
限
獲
私
盟
二
千
八
百
斤
。
船
一
隻
。

　
　

人
犯
一
名
。
如
無
獲
。
罰
銀
九
銭
。
閏
月
如
之
。
…
…

　
　

已
上
諸
術
門
藤
斤
。
収
貯
盟
倉
。
聴
鋪
行
領
頁
。
銀
解
藤
司
。

と
見
え
る
。
ま
た
天
下
郡
國
利
病
書
倦
二
四
江
南
十
二
「
貢
課
」
に

　
　

巡
盛
察
院
。
立
法
定
令
。
本
鯖
（
無
錫
鯖
）
巡
藤
民
壮
弓
兵
四

　
　

十
二
名
。
毎
名
一
月
限
獲
睡
百
斤
。
以
一
歳
計
之
。
通
共
該
藤

　
　

四
千
二
百
斤
。
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と
見
え
る
。
巡
端
座
捕
は
毎
月
毎
名
、
多
き
は
三
百
四
十
斤
、
少
き

　
　

は
三
十
斤
に
至
る
私
睡
捕
獲
額
を
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
ま
た
巡
端

　
　

座
捕
に
は
私
端
の
み
な
ら
す
、
私
盟
船
・
私
販
人
に
對
し
て
も
捕
獲

　
　

す
べ
き
ノ
ル
づ
が
あ
っ
た
。
も
し
こ
の
ノ
ル
ヴ
に
建
し
な
い
場
合
に

　
　

は
、
罰
銀
を
出
さ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
罰
銀
に
つ
い
て

　
　

は
、
前
掲
の
利
病
書
の
記
事
に
す
ぐ
績
い
て

　
　
　
　

納
銀
一
百
六
十
九
雨
四
銭
四
分
。
遇
閏
加
銀
十
四
雨
一
銭
二
分
。

　
　
　
　

名
曰
欠
獲
盟
船
銀
雨
、
倶
相
巡
簡
司
弓
兵
名
下
工
食
銀
。
貯
庫

　
　
　
　

解
府
。
韓
解
運
司
充
課
。

　
　

と
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
に
績
い
て
、
顧
炎
武
は
批
評
を
加
へ

　
　
　
　

今
郡
邑
不
以
方
物
献
。
而
折
銀
徴
解
。
已
非
掲
貢
之
初
意
矣
。

　
　
　
　

若
端
課
不
足
。
乃
於
巡
兵
工
食
内
抑
充
。
奈
之
何
巡
兵
不
具
端

　
　
　
　

嚢
也
。

　
　

と
い
っ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
盛
運
司
の
端
課
の
不
足
を
補
填
す
る

　
　

た
め
に
、
巡
端
座
捕
に
捕
獲
す
べ
き
私
端
・
私
端
船
・
私
販
人
の
額

　
　

を
決
定
し
、
も
し
そ
の
額
に
及
ば
ぬ
と
、
欠
獲
唾
船
銀
雨
と
精
し
て

　
　

彼
等
の
工
食
銀
か
ら
不
足
額
を
和
除
し
て
盟
運
司
に
韓
趾
し
た
の
で

　
　

あ
る
。
後
に
は
こ
れ
が
例
に
な
っ
て
、
ノ
ル
マ
の
不
足
如
何
に
拘
ら

4
2
3

　

す
、
巡
端
民
壮
の
工
食
銀
か
ら
若
干
を
相
除
し
て
盟
課
に
充
営
し
た
。

開
化
懸
志
倦
三
「
均
吝
」
に

　
　

巡
援
護
捕
抵
課
役
銀
一
十
三
雨
九
鏡
二
分
。
又
原
相
充
課
銀
五

　
　

荊
四
鏡
。
倶
毎
雨
滴
珠
銀
一
分
。
其
銀
一
十
九
雨
五
鏡
一
分
三

　
　

肇
二
毫
。

と
あ
り
、
温
州
府
志
倦
五
泰
順
聡
「
歳
善
」
に

　
　

。
巡
盟
態
捕
抵
課
役
銀
五
十
三
雨
五
銭
二
分
。

と
あ
る
抵
課
役
銀
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
額
が
次
第
に
増
大
さ
れ
て

ゐ
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
結
局
、
蜜
際
に
は
巡
盟
護
捕
の
工
食

銀
の
減
額
、
さ
ら
に
延
い
て
は
民
衆
の
負
撥
の
増
重
と
い
ふ
こ
と
に

な
る
わ
け
で
、
民
壮
の
質
の
低
下
、
つ
ま
り
民
壮
の
荷
役
化
の
一
つ

の
原
因
も
、
か
う
い
ふ
黙
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
民
壮
の
役
の
荷
役
化
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
若
干
の
考

察
を
必
要
と
す
る
。
天
下
郡
國
利
病
書
倦
一
〇
一
廣
東
五
雷
州
府

　

「
民
壮
」
に

　
　

民
壮
…
…
毎
歳
參
操
三
歓
五
。
能
月
皆
派
各
衛
門
差
用
。
遇
警

　
　

方
遣
。

と
あ
り
、
民
壮
は
參
月
農
閑
期
に
軍
事
訓
練
を
受
け
、
そ
の
他
の
季

節
に
は
蹄
長
し
て
農
事
に
勣
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
農
閑
期
以

外
に
も
、
衛
門
に
止
つ
て
差
用
に
充
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
傾
向
は
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時
代
か
降
る
に
従
っ
て
盆
々
甚
だ
し
く
な
っ
た
ら
し
く
、
同
書
倦
二

　
　

三
江
南
十
一
「
額
兵
」
に

　
　
　
　

國
初
〔
武
進
蒜
〕
額
設
民
壮
一
千
二
百
有
奇
。
正
徳
間
。
裁
其
三

　
　
　
　

之
一
。
嘉
靖
初
。
又
幾
裁
其
半
。
而
府
蒜
役
占
半
之
。

　
　

と
あ
り
、
嘉
靖
の
初
、
武
進
鵬
に
お
い
て
は
、
民
壮
の
半
分
ほ
ど
を

　
　

府
蒜
が
差
役
の
た
め
に
使
役
し
て
ゐ
る
。
か
ｘ
る
傾
向
が
強
く
な
る

　
　

と
、
農
民
は
民
壮
の
役
に
就
く
こ
と
を
嫌
ふ
に
至
る
に
相
違
な
く
、

　
　

民
壮
の
役
の
銀
納
化
も
、
こ
ｘ
に
一
つ
の
大
き
な
原
因
か
あ
っ
た
や

　
　

う
で
あ
る
。
民
壮
の
役
が
銀
納
化
し
、
希
望
者
を
招
募
す
る
こ
と
に

　
　

な
る
と
、
人
員
か
固
定
化
す
る
の
で
、
民
壮
が
老
年
化
ナ
る
の
は
已

　
　

む
を
得
な
い
。
天
下
郡
國
利
病
書
倦
八
七
浙
江
五
「
永
康
蘇
」
に
は

　
　
　
　

〔
民
壮
〕
後
乃
老
服
喪
疾
。
皆
鼠
名
以
句
衣
食
。
不
過
以
充
候
人

　
　
　
　

之
役
而
已
。

　
　

と
見
え
て
ゐ
る
。
ま
た
明
史
倦
九
一
「
民
壮
土
兵
」
に
、
兵
部
が
萬

　
　

暦
の
頃
の
官
軍
・
民
壮
に
つ
い
て
述
べ

　
　
　
　

天
下
之
無
兵
者
。
不
濁
蜀
也
。
各
省
官
軍
民
壮
。
皆
宜
罷
老
裸
。

　
　
　
　

易
以
健
卒
。

　
　

と
あ
る
や
う
に
、
萬
暦
の
頃
に
は
民
壮
は
老
人
や
子
供
で
員
敷
を
そ

　
　

ろ
へ
る
の
み
で
、
責
際
に
は
民
兵
と
し
て
は
用
ひ
る
に
堪
へ
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
一
度
招
募
し
た
民
壮
は
、
老
年
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
直
ち
に
解
雇
す
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
。
度
疾
者
や
老
人

の
民
壮
は
、
牢
獄
や
倉
庫
の
番
人
、
或
ひ
は
そ
の
他
の
雑
役
に
廻
は

さ
れ
る
。
宜
興
繋
志
倦
四
「
径
役
」
に

　
　

巡
堕
民
壮
四
名
。
毎
名
銀
十
荊
八
銭
。
…
…
看
庫
民
壮
二
名
。

　
　

毎
名
銀
九
雨
。

と
あ
り
、
看
庫
民
壮
の
名
栢
が
見
え
、
ま
た
温
州
府
志
倦
五
「
泰
順

脈
歳
徴
」
の
條
に

　
　

食
役
民
壮
二
百
六
名
。
内
六
名
看
守
府
庫
獄
。
毎
名
銀
七
則
二

　
　

銭
。

と
あ
り
、
民
壮
が
温
州
府
の
倉
庫
や
牢
獄
を
看
守
し
て
ゐ
る
。
看
庫

民
壮
の
工
食
銀
が
巡
徳
民
壮
の
そ
れ
よ
り
二
雨
近
く
も
少
い
の
か
注

目
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
民
壮
が
役
所
の
雑
役
に
供
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
天
下
郡

國
利
病
書
倦
九
七
廣
東
一
「
民
壮
」
に

　
　

原
編
立
民
壮
。
初
意
本
以
征
守
。
今
則
在
官
。
惟
供
迎
坦
。
程

　
　

勾
搦
。
及
遺
文
移
而
已
。
甚
或
派
諸
私
有
。
以
篤
薪
水
之
役
。

と
あ
り
、
民
壮
は
官
吏
の
坦
迎
、
公
事
の
勾
価
、
走
使
ひ
に
使
役
せ

ら
れ
、
甚
だ
し
き
は
官
吏
の
私
宅
に
あ
っ
て
、
そ
の
薪
水
の
役
に
供
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せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
同
書
倦
二
八
江
南
十
六
「
兵
防
考
」
に
は

　
　

然
民
壮
祗
供
公
門
役
使
。

と
あ
り
、
同
書
倦
三
四
江
南
二
十
二
泗
州
「
民
壮
」
に
は

　
　

民
壮
者
。
景
泰
以
来
。
設
立
之
郷
兵
。
寓
兵
於
農
之
意
也
。
而

　
　

後
来
乃
供
衛
門
之
役
。
又
徴
其
銀
而
用
之
。
各
有
名
色
。
寝
失

　
　

初
意
遠
矣
。

と
あ
り
、
ま
た
野
獲
編
補
遺
倦
三
「
土
兵
民
壮
」
に
は

　
　

今
内
地
所
謂
民
壮
者
。
始
於
正
統
己
巳
之
愛
。
亦
非
組
制
。
・
…

：
弘
治
二
年
。
復
命
行
之
。
此
後
照
例
編
首
。
徒
供
迎
坦
之
用
。

　
　

…
…
沿
至
今
日
。
竟
列
輿
宅
之
中
。
捕
奪
民
犯
。
虚
費
工
食
。

　
　

毫
無
所
用
。

と
あ
る
や
う
に
。
民
壮
は
専
ら
衛
門
の
役
使
に
使
せ
ら
れ
る
こ
と
ｘ

な
り
、
そ
の
地
位
が
卑
し
め
ら
れ
、
輿
宅
の
中
に
列
せ
ら
れ
、
虚
し

く
工
食
を
食
む
所
の
荷
役
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
民
壮
の
役
の

街
役
化
は
大
賠
銀
納
招
募
と
と
も
に
漸
く
盛
ん
に
な
っ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
民
壮
の
役
の
銀
納
化
か
嘉
靖
の
い
っ
頃
始
ま
っ
た
か
、

未
だ
判
明
し
な
い
が
、
嘉
靖
の
初
期
に
は
、
す
で
に
民
壮
の
役
の
荷

役
化
か
見
ら
れ
る
。
大
明
會
典
倦
一
三
七
に

　
　

〔
嘉
靖
〕
八
年
。
令
民
壮
人
戸
消
乏
者
。
賄
各
該
巡
撫
官
計
處
。

　
　

酌
量
存
減
。
…
…
官
司
敢
有
檀
差
勾
掃
。
及
學
習
吹
鼓
。
迎
接

　
　

上
司
等
項
。
倶
従
重
究
治
。

と
あ
り
、
嘉
靖
八
年
に
は
、
官
司
が
民
壮
を
勾
価
に
差
遣
し
た
り
、

吹
鼓
を
學
習
し
、
上
司
を
迎
接
せ
し
め
る
こ
と
を
禁
止
し
て
ゐ
る
か

ら
、
す
で
に
こ
の
頃
か
ら
か
ｘ
る
傾
向
が
登
生
し
て
ゐ
た
も
の
と
推

察
せ
ら
れ
る
。

　

以
上
に
お
い
て
、
民
壮
の
役
が
、
明
の
中
頃
か
ら
漸
く
荷
役
化
し
、

明
末
に
は
全
く
荷
役
化
し
た
事
情
を
考
察
し
た
。
清
代
の
民
壮
も
、

明
代
の
衛
役
化
し
た
民
壮
を
そ
の
ま
ゝ
緻
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
皇
朝
文
献
通
考
巻
二
四
「
職
役
考
」
乾
隆
二

年
の
條
に

　
　

其
未
派
城
垣
之
倉
庫
監
獄
。
亦
令
民
壮
看
守
。
不
得
派
及
里
甲

　
　

地
保
。
永
遠
鳥
制
。

と
あ
り
、
民
壮
が
倉
庫
監
獄
を
看
守
し
て
ゐ
る
。
ま
た
殊
批
論
旨
倦

三
三
田
文
鏡
雍
正
九
年
十
二
月
初
七
日
の
條
に
は

　
　

其
（
民
壮
）
所
司
者
。
止
令
拝
禦
城
署
・
倉
庫
。
護
趾
糧
餉
罪

　
　

犯
。
至
緯
盗
一
事
。
宜
専
責
捕
役
。
非
民
壮
所
能
。

と
あ
り
、
民
壮
の
職
務
と
し
て
城
署
・
倉
庫
を
悍
禦
し
、
糧
餉
・
罪

犯
を
護
忿
す
る
こ
と
を
あ
げ
、
盗
賊
を
紺
捕
す
る
こ
と
は
民
壮
の
よ
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く
な
し
う
る
所
で
は
な
い
と
い
ク
て
ゐ
る
。
清
代
に
な
る
と
民
壮
は

　
　

捕
盗
の
役
に
さ
へ
営
る
こ
と
が
出
来
ぬ
ほ
ど
に
な
っ
た
。
清
代
で
も

　
　

や
は
り
捕
盗
の
役
は
民
壮
の
重
要
な
役
目
で
あ
っ
た
が
、
殊
批
論
旨

　
　

倦
五
三
許
容
雍
正
六
年
四
月
二
十
八
日
の
條
に

　
　
　
　

至
民
壮
一
項
。
臣
査
鮎
額
叡
無
鋏
。
技
騒
倶
皆
生
疎
。

　
　

と
あ
り
、
同
書
巻
一
九
王
士
俊
雍
正
九
年
十
二
月
初
六
日
の
條
に

　
　
　
　

州
脈
民
壮
。
止
供
差
遣
之
役
。
操
練
竟
認
虚
設
。

　
　

と
あ
る
や
う
に
、
民
壮
の
操
練
は
行
は
れ
す
、
武
藤
は
生
疎
と
な
っ

　
　

た
。
ま
た
同
書
倦
五
三
許
容
雍
正
七
年
四
月
十
五
日
の
條
に

　
　
　
　

〔
誰
昌
府
〕
所
扇
十
七
州
鯨
民
壮
。
處
處
鉄
額
。

　
　

と
あ
り
、
皇
朝
文
献
通
考
倦
二
三
「
職
役
考
」
雍
正
二
年
の
條
に

　
　
　
　

各
省
州
鯨
。
例
設
民
壮
五
十
名
。
毎
不
足
額
敷
。

　
　

と
あ
り
、
殊
批
論
旨
曼
二
九
陳
王
章
雍
正
七
年
五
月
二
十
三
日
の
條

　
　

に
は

　
　
　
　

〔
江
西
省
廣
信
府
興
安
蘇
〕
民
壮
快
額
。
器
械
不
全
。

　
　

と
あ
り
、
ま
た
同
書
倦
三
一
田
文
鏡
雍
正
七
年
正
月
二
十
九
日
の
條

　
　

に
は

　
　
　
　

験
看
〔
山
東
〕
各
處
民
壮
。
率
皆
有
名
無
官
。

　
　

と
あ
る
や
う
に
、
各
地
の
民
壮
は
額
員
か
銭
如
し
、
武
器
が
破
損
し

て
、
全
く
有
名
無
官
の
状
態
と
な
っ
て
ゐ
た
。
こ
れ
か
た
め
に
、
。
同

書
倦
一
五
沈
廷
正
雍
正
六
年
七
月
十
六
日
の
條
に

　
　

如
州
語
額
設
民
壮
。
或
有
虚
脱
故
事
。
冒
食
工
食
。

と
あ
り
、
民
壮
は
虚
し
く
員
に
備
は
っ
て
工
食
を
食
む
存
在
に
堕
し

て
ゐ
た
。

　

清
朝
の
雍
正
帝
は
特
に
治
安
の
維
持
に
力
を
注
い
だ
。
そ
こ
で
民

壮
を
し
て
盗
賊
を
緯
捕
せ
し
め
る
た
め
に
、
屡
々
そ
の
更
生
策
を
計

っ
た
。
し
か
し
上
述
の
や
う
に
、
民
壮
は
常
に
額
員
が
鉄
如
し
、
武

器
は
破
損
し
、
軍
事
訓
練
は
行
は
れ
す
、
全
く
無
用
の
長
物
と
化
し

　

一

て
ゐ
た
。
そ
れ
に
は
種
々
の
原
因
が
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
や
う
に
、
6
2

明
の
中
頃
か
ら
民
壮
の
役
は
漸
く
荷
役
化
し
た
が
、
清
朝
に
至
っ
て

　

一

　
　
　
　
　
　
　

自

は
全
く
荷
役
化
し
て
し
ま
っ
て
ゐ
た
。
皇
朝
文
献
通
考
倦
二
四
「
職

役
考
」
乾
隆
元
年
の
條
に
は

　
　

額
設
荷
役
。
如
斗
級
・
禁
卒
・
民
壮
・
捕
役
・
門
子
。
各
管
一

　
　

事
。

と
見
え
て
い
る
。
ま
た
殊
批
論
旨
倦
Ｅ
三
田
文
鏡
雍
正
九
年
十
二
月

初
七
旧
の
條
に

　
　

此
等
民
壮
。
不
過
於
本
官
輔
馬
之
後
隨
従
而
已
。
並
無
別
項
差

　
　

使
。



と
あ
り
、
民
壮
は
単
に
官
吏
に
隨
従
す
る
こ
と
が
主
な
役
目
に
な
っ

て
ゐ
る
。
い
は
ゞ
隨
身
健
丁
で
あ
り
、
官
吏
に
隨
行
し
て
護
衛
し
、

或
ひ
は
身
の
ま
は
り
の
世
話
を
す
る
卑
役
で
あ
る
。
そ
の
上
、
同
書

に
は
更
に
績
い
て

　
　

且
係
各
州
蘇
撥
趾
。
距
本
官
駐
箭
衛
門
。
遠
近
不
等
。
工
食
之

　
　

外
。
毫
無
出
息
。

と
あ
り
、
民
壮
は
遠
方
の
衛
門
に
撥
趾
し
て
使
役
さ
れ
る
が
、
僅
か

の
工
食
銀
が
支
給
せ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
同
書
に

　
　

伊
等
（
民
壮
）
亦
有
修
飾
弓
箭
・
鳥
鎗
等
器
械
。
及
製
辨
火
薬

　
　

鉛
于
火
繩
之
費
。
毎
名
止
給
銀
六
雨
。
賓
扇
不
敷
。

と
あ
り
、
民
壮
に
は
工
食
銀
六
雨
を
支
給
す
る
が
、
彼
等
は
兵
器
修

理
費
・
火
薬
費
を
自
辨
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
生
計
が
不
如
意

で
あ
っ
た
。
し
か
も
同
書
倦
五
三
許
容
雍
正
七
年
四
月
十
五
。
日
の
條

に

　
　

是
以
殷
賓
本
分
之
民
。
皆
不
願
匯
募
〔
民
壮
〕
。
而
現
在
充
営
者
。

　
　

倶
係
游
手
惰
民
並
貧
乏
無
籍
之
輩
。
毎
遇
該
班
逃
避
霖
閃
。
拉

　
　

恐
在
外
鶏
姦
作
匪
。

と
あ
る
や
う
に
、
民
壮
の
役
は
、
殷
賞
な
者
は
こ
れ
に
態
募
せ
す
、

游
手
無
籍
の
徒
が
座
募
し
た
。
ま
た
こ
た
ら
の
輩
が
逃
亡
す
れ
ば
、

匪
賊
と
な
る
危
瞼
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
盗
賊
を
捕
ふ
べ
き
者
が

盗
賊
と
な
っ
て
は
、
ま
た
何
を
か
い
は
ん
や
で
あ
る
。
ま
た
同
書
に

は

　
　

甚
至
佐
雑
等
官
。
或
暦
〔
民
壮
〕
工
食
入
己
。
不
復
雇
募
。

と
あ
り
、
州
腿
の
佐
雑
官
は
民
壮
を
招
募
す
べ
き
工
食
銀
を
着
服
し

て
民
壮
を
雇
募
し
な
い
者
屯
あ
っ
た
。
以
上
の
や
う
に
、
清
代
の
民

壮
は
全
く
荷
役
化
し
て
世
人
の
蔑
現
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

　

清
代
の
衝
役
に
は
、
民
壮
の
外
、
快
手
そ
の
他
諸
種
の
も
の
が
あ

る
か
、
そ
の
始
め
は
役
か
ら
来
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。
明
代
、
里

州
絲
各
官
。
共
計
侵
冒
〔
民
壮
〕
工
食
銀
三
千
九
百
除
雨
。
詳
掲

　
　

甲
・
均
善
・
騨
傅
・
民
兵
を
四
差
と
い
心
一
、
民
壮
の
役
は
民
兵
の
う

　
　
　
　

到
臣
。

　
　

と
あ
り
、
州
蒜
官
は
民
壮
の
工
食
銀
を
着
服
ナ
る
者
が
あ
っ
た
。
こ

　
　

の
や
う
な
事
情
か
ら
、
同
書
倦
三
三
田
文
鏡
雍
正
九
年
十
二
月
初
七

4
2
7

　

日
の
條
に

ち
に
属
し
た
。
こ
の
役
が
、
嘉
靖
の
頃
か
ら
銀
納
と
な
り
、
次
第
に

荷
役
化
し
て
清
朝
に
及
ん
だ
。
そ
の
背
後
に
は
や
は
り
、
経
済
祀
會

の
愛
動
に
よ
る
失
業
者
の
析
出
と
共
に
、
國
家
の
財
政
政
策
と
い
ふ

も
の
か
大
き
な
影
響
を
呉
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
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2
8

　

補

　

註

　
　

①
明
史
巻
八
九
「
兵
志
」

　
　

②
績
文
献
通
考
巻
五
「
屯
田
」

　
　

③
太
阻
穴
録
巻
五
六
洪
武
三
年
三
月
辛
卯

　
　

④
明
史
倦
七
七
「
屯
田
」

　
　
　
　

絞
文
献
通
考
巻
五
「
屯
田
」

　
　

⑤
熹
宗
宜
録
谷
二
天
啓
元
年
二
月
甲
辰

　
　

⑥
太
宗
責
録
巻
八
六
・
巻
九
〇

　
　

⑦
明
史
巻
九
一
「
民
壮
土
兵
」

　
　

⑧
宜
興
蒜
志
巻
四
「
均
禍
」

　
　
　
　

天
下
郡
國
利
病
書
巻
五
北
直
四
「
兵
防
志
」

　
　

⑨
宜
興
聡
志
巻
四
「
禍
役
」

⑩
曲
阜
螺
志
巷
二
「
均
循
」

⑩
明
史
悠
九
一
「
民
壮
土
兵
」

⑩
英
宗
賞
録
巻
二
二
一
景
泰
三
年
閏
九
月
壬
戌

⑩
温
州
府
志
悠
五
「
瑞
安
懸
歳
禍
」

⑩
上
虞
郎
志
悠
八
「
軍
餉
」

⑩
無
姚
郎
志
悠
一
〇
「
田
賦
」

⑩
曲
阜
螺
志
泰
二
「
均
禍
」

⑤
皇
朝
文
献
通
考
悠
二
三
雍
正
二
年
條

⑩
鞍
州
府
志
悠
七
「
里
甲
」

〔
附
記
〕
木
稿
は
昭
和
三
十
一
年
度
文
部
省
科
學
研
究
費
交
付
に
よ
る
研
究

　
　
　

「
清
朝
雍
正
時
代
史
の
總
合
的
研
究
」
（
宮
崎
駄
授
）
進
行
中
の
一
副

　
　
　

産
物
で
あ
る
。
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Notes on Emperor Yung-cheng's "Instructions in Red" 

~j£ £*:tltfftr ~ 
Ichisada Miyazaki 

The reign of Yung-cheng was a transition from the political system 

of the Manchus to that of modern Chinese despotism. The Manchu 

dynasty entrusted its provincial governors and military commanders with 

full power, and the liaison between the central government and the provincial 

governments was kept by means of reports submitted to the emperor 

through the Cabinet by the governors and commanders. In addition to these 

official reports the governors and commanders were allowed to submit to 

the emperor confidential personal addresses. Emperor Yung-cheng also 

allowed other high ranking provincial officials to present this kind of 

personal addresses, and his purposes seemed to be well acquainted with 

the actual situation in the provinces and to prevent his governors and 

commanders to become like feudal lords, It became, therefore, the 

emperor's daily duties to read several scores of addresses and send them 

back with "instructions in red." Imperial Instructions in Red of Yung

cheng is a collection of such addresses and instructions, which constitute 

a unique source material for Yung-cheng's politics behind the scene in 

contrast with his official Edicts and the Veritable Records of his reign. 

The Militia under Ming and Ch'ing 

Tomi Saeki 

Under the Ming in such frontier provinces as Shen-si ~g§ and 

Shan-si Jljg§ the militia played the role of frontier guards side by side 

with the regular soldiers. When in the latter days of the Cheng-t'ung 

JE~ era of Emperor Ying-tsung **· Esen of Mongolia invaded north 

China, the militia were recruited from various provinces and became 

a permanent organization to take part in frontier defense because of the 

relaxation of military discipline on the part of the regular army. Since 

the militia were recruited from among the peasants throughout the country, 

the institution became a heavy burden upon the peasantry, while the 

-1-



wealthy evaded recruitment by paying a certain amount of money. As 

frontier wars became more frequent, the burden became heavier, while 

sometimes the militia were often employed as fatigues at various govern

ment offices. The Ming Government collected payment in silver as 

substitute for militia recruitment, and used part of it for employing 

voluntiers, and this in turn led to the professionalization of the militia. 

When the Manchu dynasty came in power, Emperor Yung-cheng tried to 

use the militia for keeping public order, but the Ch'ing militia which had 

become a mere fatigue party proved of little use for the purposes. 

Public Expenditures in the Reign of Emperor Yung-cMng 

Hiroshi Iwami 

In various "Instructions in Red" of Yung-cheng, we often meet with 

the words "public expenditures" which meant expenses spent for local 

administration. This kind of expenditures had been made available by 

corvee after the latter part of Ming, when the conversion of corvee into 

payment in silver money became general. In the Ch'ing period increases 

in local adminstrative expenditures were not spent from the Government's 

regular tax incomes, and the deficit was patched up by the local bureacracy. 

Consequently, there arose many evils, and Emperor Yung-cheng approved 

the collection of provincial additional taxes which were to be spent for 

" public expenditures " and education. These additional taxes became to 

be known as kung-hsiang ~Jj\{. while the regular taxes were called cheng· 

hsiang JEJj\{. 

T'ien W~n-ching and EB)C~ Boycott for State Examination 

Toshikazu Araki 

In the second year of Emperor Yung-cheng (1724), the scholars of Feng· 

ch'iu Hsien it.frll!lf!; concerted in action to boycott government examination 

as a demonstration against T'ien Wen-ching, the financial commissioner 

of the Province of Ho-nan {li]"J¥i. In fact, he was a reformer who intended 

to shift economic and financial burdens from the shoulders of the peasantry 
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